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財団法人日本中体連シンボルマーク
「明るく希望にもえ躍動する姿」をイメージし,全国
都道府県中体連と9つのブロック中体連の連帯を表し,
Nippon Junior High School Physicalく力lturc Association  の

頭文字を中心に図案化 した。

中心の円の赤は,情熱 。希望を表 し,円 を縁 どる九輪
を青 (コ バル トブルー)と し,未来への限りなき躍進 ,

Nの文字には白色を配 し,若人のもつ純真 さを表 した。

(財)日 本 中学校 体 育連 盟 憲 章
(財)日 本中学校体育連盟は,連帯と協調の固い結束により,法人として国の内外におけ
る責任と義務を遂行し,国民の信託に応えるべく,こ こに会員の総意を結集して,こ の憲
章を定める。

1.体育・スポーツ活動を通して,人間尊重の精神にみち,心豊かな人間の育成に努める。
1.体育・スポーツ文化の継承とその進展に寄与し,生涯スポーツ活動の推進に努める。
1.体育・スポーツの国際交流を通して,中学生の国際理解の推進と国際スポーツの振興
に努める

(財)日 本 中学校体育連盟指導者綱領
1.中学校における体育・スポーツ活動を通して,
1.中学校における体育・スポーツ活動を通して,
1.中学校における体育・スポーツ活動を通して,
を育てる。

1.体育・スポーツの国際交流を通して,国際理解と協調の精神に富む中学生を育てる。

(財)日 本 中学校体育連盟生徒綱領
1.わたしたちは,体育・スポーツを行い,

1.わたしたちは,体育・スポーツを行い,

1.わたしたちは,体育・スポーツを行い,
1.わたしたちは,体育・スポーツを行い,

財 団法人 日本 中学校体育連盟歌

われら日本中体連

人間性豊かな中学生を育てる。

強健な心身をもつ中学生を育てる。

将来にわたって自己実現できる中学生

社会に尽くすよう努めます。

強い体と心を養います。

生涯にわたつてスポーツを愛好します。

世界の友との友情を深め平和を目指します。

作詞 黒木  臭
作曲 山岡 周子
編曲 丹代  徹

3青 い地球 ひとびとの
平和の願 胸に秘め

世界の友と 手をとりて

スポーツ文化を 築くかな

われ ら 日本中体連

赤い太陽 しゃく熱の

勝利の勲 夢に見て

体を鍛え 技を錬る

輝く汗を 流すかな
につばんちゅうたいれん

われ ら 日本 中体連

2白 い景雲 大空の
郷上の誇 担いつつ

若き心を 培いて

力と意気を 示すかな

われ ら 日本中体連
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第40回全国中学校バ ドミントン大会
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大会名誉会長あいさつ

lln日本バドミントン協会会長
綿 貫 民 輔

大会会長あいさつ

働日本中学校体育連盟担当理事
筒 井   清

祝   辞
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岡 崎   豊

開 会 宣 言

帥日本中学校体育連盟競技部長
月ヽ 野   理

あ い さ つ

岡山県教育委員会教育長
門 野 八洲雄

歓迎のあいさつ

倉敷市長
伊 東 香 織

生徒代表歓迎のことば
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機第40回全国中学校バ ドミントン大会 艤

選 手 宣 誓

岡本侑也 カロ藤美幸
(倉敷市立福田中学校)

倉敷市立福田南中学校吹奏楽部

大会マスコット
キャラクター

『ノヽ ド太郎』
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第40回全国中学校バ ドミントン大会
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男子シングルス :小林 優吾
(富岡第一中学校・福島県)

第40回全国中学校バ ドミントン大会

女子団体 :聖ウルスラ学院英智中学校 (宮城県)

女子シングルス :櫻本 絢子
(鎮西中学校・福岡県)

女子ダブルス :カロ藤 智香・長嶺 仁美
(富士中学校・埼玉県)

男子団体 :富岡町立富岡第―中学校 (福島県)
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″

男子ダブルス :植木 祐太・塩田
(淑徳巣鴨中学校・東京都 )
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第40回全国中学校バ ドミントン大会
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ごあい さつ

岡山県中学校体育連盟

会 長 三 宅 義 史

平成22年度全国中学校体育大会 第40回全国中学校バ ドミントン大会を、「汗キラ

リ みんな輝け 岡山で」の大会スローガンのもとに、全国 9ブロックの激戦を勝
ち抜いた選手を迎え、歴史と文化が息づく白壁のまち倉敷市において、8月 18日 困

～8月 21日 l■lの 4日 間にわたり開催いたしました。

大会は、中学日本一を目指す中学生最大のスポーツイベントにふさわしい、参加選

手のはつらつとした姿やフェアープレーの精神に満ち、若さと情熱の中学生らしいさ

わやかなプレイの連続により、感動と感激の大変盛り上がった大会となりました。ま

た、選手をはじめこの大会に関わる多くの中学生が、全国の仲間と交流の輪を広げ、

スポーツのすばらしさ、バ ドミントンの楽しさを全国に発信してくれました。

大会の開催にあたり、質素な中にも心のこもつた大会を目指し、全国から集まっ

た選手のみなさんが、最大のパフォーマンスを発揮できる感動の大会になることを

切に願い準備をしてまいりました。今年は、例年にない猛暑日が続き熱中症等の心

配が深刻になり、岡山県並びに倉敷市実行委員会を中心にその対策を講じてまいり

ました。不備な点も多々ありましたが、各学校の監督、選手、保護者、関係者のご

理解とご協力により、大きな事故もなく、無事に大会全般を成功の内に終えること

ができました。

大会を終え安堵しているところですが、全国の中学生バ ドミントン部員が、バ ド

ミントンをこよなく愛し、一層の技術力向上に努め、互いを信じ称賛する精神をさ

らに育み、将来それぞれの道で活躍をすることを願っています。

結びになりますが、本大会を支えていただきましたlul日 本中学校体育連盟、団日

本バ ドミントン協会、岡山県教育委員会、倉敷市教育委員会をはじめ関係団体、関

係各位には多大なるご支援とご協力を賜りました。あわせて大会役員、競技役員、

中学生役員の皆様には、暑い中献身的にご協力いただきましたことを心より感謝申

し上げます。選手のみなさんの限りない前途と来年度開催の滋賀県大会の成功をお

祈りし、大会終了お礼のあいさつとさせていただきます。
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40回 目の全中 熱き戦い !

日本中学校体育連盟バドミントン競技部

競技部長  rlヽ  野

今回の岡山県倉敷市での全国中学校バ ドミントン大会は1971年 (昭和46年)の第 1回大会から数え
て、40回を迎えた。大会以外の大きな取り組みとして、日本中学校体育連盟バ ドミントン競技部では、
「全国中学校バ ドミントン大会開催40周年記念誌」を発刊するとともに、大会初日のレセプション時

に記念式典を開催させていただいた。元競技部長の加藤 勝氏 (埼玉)、 前競技部長の佐伯一之氏 (栃木 )
の両名には特別功労賞を、本年、ブロック長を勇退された小林純恵先生 (北海道 )、 水野洋一先生 (近

畿)の方々には功労賞を、そして、長年にわたり大会へのご支援とご協力をいただいたメーカー各社
へは感謝状を贈呈させていただいた。今後もこのような節目の年に、競技部の歴史と歩みを着実に後

世へ残していけるような取り組みを期待したい。

大会開催地となった岡山県倉敷市は江戸時代の自壁が残る、古き情緒を今も受け継ぐ、滞洒な町で

あるが、それにふさわしく、会場内にはグリーンのコー トマットが敷かれ、さらにはエアコンを完備

するという素晴らしい環境での大会となった。また、選手集合所を大型テント (エアコン完備)にて
体育館の隣へ増設し、選手の健康や安全を第一番に考えていただいた大会であつた。さらに、開会式

には、財団法人日本バ ドミントン協会の綿貫民輔会長、倉敷市の伊東香織市長が参列され、盛大かつ

厳粛な式が挙行できた。その後の歓迎ア トラクションの「倉敷天領太鼓」も広大なアリーナ内に壮烈

な太鼓の音が響き渡り、観衆を魅了したのが印象的であった。

大会の競技は今夏のような熱き戦いの連続であつた。男子団体戦は、埼玉栄中 (埼玉)が 3連覇を
狙い決勝戦まで進んだ。相手校は東北の新鋭、富岡第一中 (福島)。 実は埼玉栄中 (埼玉)はエース
の中里選手がブロック大会にて負傷し、エース不在での大健闘であつた。エース不在の埼玉栄中 (埼

玉)は惜しくも力尽き、富岡第一中 (福島)が初優勝を成 し遂げた。女子団体戦は、東北勢同士の対
戦となった。東北ブロック大会では、2位に甘んじた聖ウルスラ学院英智中 (宮城)が富岡第一中 (福
島)を破 り、 3年ぶり、 6度 日の優勝を成し遂げた。シングルスの男女決勝戦では、 4名全員が左利
きという大変珍しい試合光景であつた。ゲームの細部では面白い展開が繰 り広げられた。男子シング

ルスは富岡第一中 (福島)の小林優吾が王者に立ち、女子シングルスは激戦の末、櫻本絢子 (鎮西中・

福岡)が女王の座に就いた。男子ダブルスは男子種目3冠を狙 う富岡第一中 (福島)の保木・山角を
淑徳巣鴨中 (東京)の植木・塩田が破 り、優勝に輝いた。女子ダブルスの決勝戦は埼玉県同士の対決

となった。富士中の加藤 。長嶺と武里中の官浦 。中島の対戦である。県大会から全国大会まで、幾度

となく試合を行つてきただろうが、優勝の女神は富士中 (埼玉)の加藤 。長嶺にほほ笑んだ。
最後に競技部会について記しておきたい。本年度は 2ブロックのブロック長が交代する年となった。

今後の全国中学校バ ドミントン大会の開催の件が主な議題となった。特に、来年度 (平成23年度)よ

り懸案となつていた「適正規模」での大会が実施される運びとなつている。大きな変更点としては、

大会日程の変更と男女ダブルスの出場数の増加である。 (24か ら36へ増える。)開催地となる滋賀県大

津市では、昨年より大会日程と競技タイムテーブルの調整を行ってきている。今回の岡山県大会にも

滋賀県より多数の視察員がお見えになつていた。また、過去の全中大会も平成 5年、平成14年に 2回

の全国中学校バ ドミントン大会を開催 しており、実行委員会のメンバーは新しくはなつてはいるが、

経験者が多数いらっしゃるのは心強いものがある。その他、競技部会での話題としては、
「入場許可

申請者」の件があがつたが、大きな変更等はせずに、しばらくはこの方法を適用していくこととなつ

た。また、ゼッケンの表記についても意見等が多数出されたが、大会要項に記載されている事柄を厳

守させようという結論となつた。年に一度の競技部会ではあるが、充実した内容の濃い会議を開くこ

とが出来ことに感謝したい。
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平成22年度 全国大会報告書
種ロ バ ドミントン

大 会 名 平成22年度全国中学校体育大会 第40回全国中学校バドミントン大会

主 催
(財 )日 本中学校体育
倉敷市 倉敷市教育

`

連盟 (財)日 本バドミントン協会 岡山県 岡山県教育委員会
辱員会 倉敷市実行委員会

後 援

文部科字
全国市町
読売新聞
倉敷市体
鋤攀鰤列

省
村
社
育

t中学校長会  全国都道府県教育長協議会
会連合会  NHK 全国新聞社事業協議会
罰社 岡山県中学校長会 (財)岡山県体育協会
コ県PTA連合会 山陽新聞社 RSK山陽放送 OHK岡 山放送

期 日 平成 22年8月 18日 ( K)より8月 21日 土 )
△

=
場 水島緑地程 田公園体育館 (開会式・競技。閉会式)ライフパーク倉敷 (競技部会・監督会議 )

」既 支役員数 l 生徒役員数 刀ヽ日校 数 参加生徒数 役員数・生徒数
総 合 計女 計 女 1計 計 l男 女 1計 男 女 1計

86 73 廣
υ 64 2141 278 4371  59 521 2111 2001 411 848

成

績

男 子 団 体

優 勝 東 1ヒ7ロック 福島県 冨岡町立冨岡第一 甲学校

準優勝 関東ブロック 埼玉県 埼玉栄中学校

第3位 関東ブロック 茨城県 阿見町立阿見中学校

第3位 中国ブロック 岡山県 倉敷市立福田中学校

女 子 団 体

優 勝 東北ブロック 宮城県 聖ウルスラ学院英智中学校
準優勝 東北ブロック 福島県 富岡町立富岡第一中学校
第 3位 九州ブロック 福岡県 九州国際大学附属中学校
第3位 北信越ブロック 富山県 冨 山雨立和合 甲字校

男子シングルス

優 勝 東北ブロック 福島県
冨岡町立冨岡第一 甲学校

小林 優吾

準優勝 東北ブロック 福島県
富岡町立富岡第一中学校

古賀 穂

第3位 関東ブロック 茨城県
阿見町立阿見中学校

稲光 勇太

第3位 九州ブロック 熊本県
熊本市立北部中学校
西  智寛

女子シングルス

優 勝 九州ブロック 福岡県
田川市立鎮西中学校

櫻本 絢子

準優勝 東北ブロック 福島県
富岡町立富岡第一中学校
大堀  彩

第3位 東北ブロック 福島県
富岡町立富岡第一中学校
星  千智

第3位 中国ブロック 岡山県
倉敷市立福田中学校

加藤 美幸

男子ダブルス

優 勝 関東ブロック 東京都
淑徳巣鴨中学校
植木 祐太・塩田 敦

準優勝 東北ブロック 福島県
富岡町立富岡第一中学校
保木 卓朗・山角 太佑

第3位 中国ブロック 岡山県
浅国市立金光中学校
古城  晃。渡辺 貴宏

第3位 中国ブロック 岡山県
倉敷市立福田中学校
岡本 侑也。大島 侑也

女子ダブルス

優 勝 関東ブロック 埼玉県
越谷市立富士中学校
加藤 智香。長嶺 仁美

準優勝 関東ブロック 埼玉県
春 日部市立武里中学校
宮浦 玲奈。中島 優香

第3位 北信越ブロック 富山県
富山市立和合中学校
齊藤 真優。松田 蒼

第3位 近畿ブロック 兵庫県
園田学園中学校

J原 みき。宇都宮茉佑
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開 会 式 次 第
開 式 通 告

選 手 入 場

開 会 宣 言  大会委員長

国 旗 掲 揚  「国歌斉唱 並びに 国旗掲揚」

諸 旗 掲 揚  「われら日本中体連」

優勝旗・優勝杯返還

1

2

3

4

5

6

男 子 団 体  埼玉栄中学校
女 子 団 体  富岡第一中学校
男子個人単  桃田 賢斗
女子個人単  鳥居 彩乃
男子個人複  三津り|1岡 1史 河崎 駿輔
女子個人複  原田なつみ 早川紗保里

lul日 本中学校体育連盟会長

lul日 本バ ドミントン協会会長

岡山県教育委員会教育長

岡山県議会議長

倉敷市長

倉敷市立玉島西中学校 生徒代表

男子 岡山県倉敷市立福田中学校
女子 岡山県倉敷市立福田中学校

小 野   理

(埼 玉 県)
(福 島 県)
(福島県富岡町立富岡第一中学校)

(宮城県聖ウルスラ学院英智中学校 )

(滋賀県大津市立日吉中学校)

(福島県富岡町立富岡第一中学校)

新 藤 久 典

綿 貫 民 輔

F]  里予  ノヽりllな性

岡 崎   豊

伊 東 香 織

土 屋 智 恵

岡 本 侑 也

加 藤 美 幸

小 田 和 文

２

　

　

３

7 あ い さ つ

祝   辞

歓迎の挨拶

歓迎の言葉

選 手 宣 誓

閉 式 通 告

選 手 退 場

開 式 通 告

選 手 入 場

成 績 発 表

表   彰

5あ い さつ

８

９

‐０

「

１

２

３

４

６

　

７

　

８

典

輔

久

民

藤

貫

新

綿

国旗・諸旗降納

閉 会 宣 言

閉 式 通 告

閉 会 式 次 第

競技役員長

lul日 本中学校体育連盟

lul日 本バ ドミントン協会

読売新聞社

倉敷市実行委員会

lul日 本中学校体育連盟会長

llll日 本バ ドミントン協会会長

岡山県中学校体育連盟バ ドミントン部長
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平成22年度 全国中学校体育大会
第40回全国中学校バ ドミントン大会要項

1 目  的   この大会は,中学校教育の一環として中学校生徒に広くバ ドミントン競技実践の機
会を与え,技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり,心身ともに健康な
中学校生徒を育成するとともに,中学校生徒の相互の親睦を図るものである。

2 主  催  (財)日 本中学校体育連盟  (財)日 本バ ドミントン協会
岡山県  岡山県教育委員会  倉敷市  倉敷市教育委員会

3 主  管  中国中学校体育連盟  岡山県中学校体育連盟  倉敷市中学校体育連盟
岡山県バ ドミントン協会

4 後  援  文部科学省  全日本中学校長会  全国都道府県教育長協議会
全国市町村教育委員会連合会  NHK  全国新聞社事業協議会  読売新聞社
毎日新聞社  岡山県中学校長会  倉敷市中学校長会
(財)岡 山県体育協会  倉敷市体育協会  岡山県PTA連 合会
山陽新聞社  RSK山 陽放送  OHK岡 山放送

5 会  期  平成22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )
開会式 18日 (水)16:00～
競 技 19日 (木) 9:00～  団体戦 ベス ト4ま で

20日 (金) 9:00～ 団体戦 準決勝。決勝 個人戦ベス ト8まで
21日 (土) 9:00～ 個人戦 準々決勝～決勝

閉会式 21日 (土)13:00～ 競技終了後 (団体戦・個人戦 表彰式 )

6 会  場   (1)開 会式    「水島緑地福田公園体育館」
〒 712-8064 倉敷市福田町古新田1027 TEL 086-456-2578

(2)競技 。閉会式  「水島緑地福田公園体育館」

7 参加資格   (1)参 加者は,都道府県中学校体育連盟加盟の中学校に在籍する生徒で,校長およ
び都道府県中学校体育連盟会長が参加を認めた者とする。
(2)年齢は,平成 7年 (1995年)4月 2日 以降に生まれた者に限る。
(3)前項以外の生徒が参加を希望する場合は,その年度の 6月 30日 までに,各都道
府県中学校体育連盟を通して,(財 )日 本中学校体育連盟に申し出ること。
(4)各ブロックの競技要項により,全国大会参加資格を得て所属中学校長及び都道
府県中学校体育連盟会長が承認した者であること。
(5)団体戦チームは,監督 1名 ,コ ーチまたはマネージャー 1名 ,選手 5～ 7名 (同
一校)で編成とする。
(6)開催地はブロック大会に関係なく男女団体 1チーム,個人シングルス 2名 ,ダ
ブルス 1組が出場できる。
(7)参加資格の特例
①学校教育法第134条 の各種学校 (1条校以外)に在籍 し,都道府県中学校体育
連盟の予選大会に参加を認められた生徒であること。
②参加を希望する各種学校は,以下の条件を具備すること。
ア 全国大会の参加を認める条件
(ア )(財 )日 本中学校体育連盟の目的及び長年にわたる活動を理解 し,尊重
すること。

(イ )生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している単独の学校
で構成されていること。

(ウ )参加を希望する学校にあっては,運動部活動が学校教育の一環として
日常継続的に当該校顧問教諭の指導のもとに,適切に行われているこ
と。
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8参 加 料

9引 率 者
及び監督

10参 加 校

11 競技規則

12 使用用器具

13 競技方法

イ 全国大会に参加 した場合に守るべき条件
(ア )全国大会開催基準を守 り,出場する競技種目の大会申し合わせ事項に
従 うとともに,大会の円滑な運営に協力すること。

(イ )全国大会参加に際しては,責任ある当該校校長または教員が生徒を引
率すること。また,万一の事故発生に備え,傷害保険等に加入するな
どして,万全の事故対策を立てておくこと。

(ウ )大会開催に要する経費については,必要に応 じて,応分の負担をする
こと。

(8)個人情報の取り扱い (利用目的)
大会の主催者は,個人情報保護に関する法令を遵守し,(財 )日 本中学校体育
連盟個人情報保護方針・規定に基づき,取得する個人情報について適正に取り
扱 う。

又,取得した個人情報は,競技大会の資格審査・競技大会運営上必要なプロ
グラム編成及び作成・ホームページ・掲示板・報道発表・記録発表 (記録集 )

等,その他競技運営及び競技に必要な連絡等に利用する。大会に参加する各選
手はこれに同意する。

参加選手一人につき2,000円 とする。

(1)参加生徒の引率者・監督は出場校の校長・教員とする
(2)全国大会では外部指導者 (コーチ)をおくことができる。外部指導者 (コ ーチ)
は,出場校の校長が認めた者とし,所定の 「外部指導者 (コ ーチ)確認書 (校長
承認書)」 に必要事項を記入し,大会事務局に参加申し込み時に提出する。た
だし,当該校以外の中学校教職員は外部指導者 (コ ーチ)に はなれない。また ,
同一人が複数校の外部指導者 (コ ーチ)にはなれない。

(3)引 率者の特例
全国中学校体育大会の個人種目への参加について,校長・教員が引率できず校
長がやむを得ないと判断した場合に限り,「全国中学校体育大会引率細則」に

より,校長が引率者として承認した外部指導者の引率を認める。
全国中学校体育大会運営の基本と開催基準 P.3「 全国中学校体育大会引率細
則」参照

ブロック割当数 (男女とも同数とする)

北海道 房こ1ヒ 関東 北信越 東海 近畿 中国 四 国 九州 開催地 合計

団体戦 2 3 4 2 2 3 2 2 3 24

個人単 4 4 6 3 3 4 3 3 4 2 36

個人複 2 3 4 ９
“ 2 3 2 2 3 24

団体戦  負傷・疾病などによる選手の変更は,監督会議開始前に書面によつて大
会事務局に申し出る。

個人戦  単・複 (同一校編成)を行 う。参加数は上記の通 りとする。

平成22年度 (財 )日 本バ ドミントン協会競技規則 。同大会運営規程・同公認審判員規程

による。

(財 )日 本バ ドミントン協会検定・審査合格用器具及び同平成22年度第 1種検定合格水

鳥球を使用する。

(1)男女学校対抗団体戦及び個人戦 (男女シングルス・男女ダブルス)を行 う。
(2)ト ーナメン ト方式により優勝を決定する。 (3位決定戦は行わない。 )
(3)団体戦は,複 2・ 単 1の対抗とし,複 。単・複の順に行 う。
(同一選手が,単 と複,及び複と複を兼ねて出場することはできない。 )

(4)個 人戦は単と複を兼ねて出場することができない。
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14 彰

1 位 位2 位3

団 体

賞 状 (ルD日本中学校体育連盟

賞 状 (D日本バドミントン協会
優勝瞑 倶わ 日本バドミントン絵
優勝杯 00 日本バドミントン協会
倒囲不 詢

メダル ② 日本ンヾドミントン協会
メダル 実行委員会

トロフィー lDll日 本中学校体育連盟

トロフィー 実行委員会

賞 状 侵D日本中学校体育連盟
賞 状 侵D日本バドミントン協会
メダル 実行委員会
トロフィー

…トロフィー 実行委員会

賞 状 侵D日本中学校体育連盟
賞 状 lpll日本バドミントン協会

メダル 実行委員会
トロフィー

…トロフィー 実行委員会

個  人

賞 状 侵D日本中学校体育連盟
賞 状 (D日本′ヾドミントン協会
優勝杯 (D日本バドミントン協会
倒囲不 榊

メダル ② 日本バドミントン協会
メダル 実行委員会

トロフィー 実行委員会

賞 状 l■ll日本中学校体育連盟
賞 状 l■ll日本′ヾドミントン協会

メダル 実行委員会
トロフィー

…トロフィー 実行委員会

賞 状 (■ll日本中学校体育連盟

賞 状 級D日本バドミントン協会
メダル 実行委員会
トロフィー ¨

トロフィー 実行委員会

※優勝旗 。優勝杯 ((財 )日 本バ ドミントン協会)は持ち回り

15 参加申込   (1)申 込方法
プログラム作成の関係上,ブ ロック大会最終日までに,所定の申込書の必要事
項を明確にし,FAXに て仮申込を行 うこと。
その後,正式の申込書を下記の申し込み先へ 8月 9日 (月 )必着で郵送すること。
(但 し, 8月 10日 にブロック大会が終わる近畿地区は10日 中に,11日 に終わる
九州地区は11日 中にメール等でデータだけ先に実行委員会に送ること)

(2)申込先

〒710-8565  岡山県倉敷市西中新田640 倉敷市教育委員会 保健体育課
「第40回全国中学校バ ドミン トン大会 実行委員会事務局」
担当者   中須賀 祥雅
TEL  086-426-3835    FAX  086-421-6018

事務局携帯  090-8713-5865
E――mail  kura― badoOcity.kurashiki.okayama.」 p

(3)引率に関わる外部指導者の報告書
8(3)引 率者の特例における「全国中学校体育大会引率者・監督者報告書」
は,大会参カロ申込書とともに,上記実行委員会事務局へ提出すること。
(4)参加料の納入
参加選手 (大会申込書に記入された選手)一人につき2,000円 (団体戦と個人戦
の両方に登録された場合も2,000円 とする。)を大会参加申込書の発送と同時
に大会実行委員会に振 り込みで納入すること。

振 込 先  中国銀行  倉敷市役所出張所  普通
口座番号   1237291
回座名義  全国中学校バ ドミン トン大会実行委員会 代表 中須賀 祥雅

16 組 合 せ  第40回全国中学校バ ドミン トン大会実行委員会に一任する。
※組合せ抽選会 平成 22年 8月 12日 (木 )
ピュア リティまきび 。会議室  13:00～
〒7000907 岡山市北区下石井2-6-41

TEL086-232-051l   FAX 086-224-2995
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17 諸 会 議   (1)(財 )日 本中学校体育連盟バ ドミントン競技部会 (ブ ロック代表者 )
8月 18日 (水)H:00～ 「ライフパーク倉敷」

(2)監 督会議  8月 18日 (水)14:00～ 「ライフパーク倉敷」

「ライフパーク倉敷」

〒 712-8046 倉敷市福田町古新田940 TEL 086-454-0011

18 宿  泊  宿泊については,別紙宿泊要項による。適切な危機管理対応 (感染症 。自然災害等 )
を確保するため,必ず,大会実行委員会指定の業者を通して申し込むこと。
(指定外の宿泊施設の利用は,原則として認めません。)
申込締切 日 平成22年 8月 12日 (木 )

取扱業者   「名鉄観光サービス株式会社・岡山支店」
第40回全国中学校バ ドミントン大会  「全中デスク」
〒70卜0903   岡山市北区幸町8-29
TEL 086-225-2771      FAX 086-225-7494

E―mail :mutsufumi.ebara@mwt.co.jp

担当者 江 原 睦 文

19 備  考   (1)大 会期間中の負傷・疾病については,応急処置のみ行 う。また,本大会は独立
行政法人日本スポーツ振興センター法の定めを適用する。なお,参加者は健康
保険証を持参することが望ましい。

(2)大会参加に関しては大会要項,及び大会参加細則を熟読の上参加すること。
(3)大会参加に際して提供される個人情報は,本大会活動に利用するものとし,こ
れ以外の目的に利用することはありません。

20 連 絡 先   (1)大 会開催前  平成22年 4月 1日 (火 )～ 8月 17日 (火 )

〒710-8565  岡山県倉敷市西中新田640 倉敷市教育委員会 保健体育課
「第40回全国中学校バ ドミン トン大会 実行委員会事務局」
担当者   中須賀 祥雅
TEL 086-426-3835    FAX 086-421-6018

事務局携帯  09い8713-5865
E―mail  kura― bado@city.kurashiki.okayama.jp

(3)大会ホームページURL

HP 7 1." l.,;a http: / /pref. okayama. jp/kvoiku/hotai/zentyulbadminton. html

(2)大会期間中 平成22年 8月 18日 (水 )～ 8月 21日 (土 )

(昼間)  「水島緑地福田公園体育館」
〒712-8064 倉敷市福田町古新田1027 TEL 086-456-2578

(夜間)  「倉敷国際ホテル」
〒7100046 倉敷市中央1-1-44

TEL  086-422-5141   FAX  086-422-5192
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大会委員

名 誉 会 長 lul日 本バ ドミン トン協会会長

名誉副会長 岡山県知事

倉敷市長

長 lul日 本中学校体育連盟会長

副 会 長 lul日 本中学校体育連盟副会長

lul日 本中学校体育連盟専務理事

lul日 本バ ドミントン協会副会長

lul日 本バ ドミントン協会専務理事

岡山県教育委員会教育長

岡山県中学校体育連盟会長

岡山県バ ドミントン協会会長

倉敷市教育委員会教育長

全国中学校バドミントン大会実行委員会会長

名 誉 顧 問 働日本中学校体育連盟顧問
NHK会 長

問 文部科学省スポーツ・青少年局長
文部科学省スポーツ 。青少年総括官

文部科学省大臣官房審議官

lul日 本中学校体育連盟参与

lul日 本バ ドミン トン協会顧問

綿 貫 民 輔

新 藤 久 典

小 野 清 子

福 地 茂 雄

布 村 幸 彦

有 松 育 子

尾 崎 春 樹

藤 崎 武 利

草 野 一 紀

岩 瀬 正 司

森   喜 朗
林   芳 正

村 上 忠 治

塩 り‖  甫
権 田 正 一

原   二三雄
青 木 昭 二

内 多 小五郎
牧野    武
漬 中   誠
伊 豆   晃
今 北 基 夫
渡 辺 成 雄
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千 葉 哲 人 官 本 輝 雄

籾 井 勝 人

弘

織

正

香

井

東

石

伊

孝

行

久

司

雄

雄

史

彬

平

平

洲

直

博

壽

祐

義

人

義

　

雄

雄

沢

谷

田

宅

根

野

宅

峙

田

田

熊

虎

塩

三

関

門

三

岡

吉

吉

板 橋 弘 徳

壺 内   明
三 辻 陽 夫

関 谷 勝 嗣

市 川 一 朗
人木橋 伸 夫
橋 本 角 市

丸 山 嘉 久

清 水 規矩雄
毛 利 清 志
小 宮 淳 宏

村 山 幸 雄
福 岡 幸 一

岡 本 武 利

菊 地 利 明
里 見 光 徳

森 田   一

加 藤 三 夫

佐 藤   保
相 場 清 一

植 田 博 宣

平 田 登志郎
中 島 寿 薦

吹 田 修 一

戸 田 清 一
日 高   性
本 郷 節 生

野 村 嘉 明

山 根   怜

美

一
一

秀

洋

橋

村

一尚

木

顧



佐 藤 芳 朗

木 村   寛
川 島 一 郎
星 野 忠 男

栗 原   進

菅 原 周 一

吉 田 邦 男
日 野   昇
浅 岡   武

宮 川 忠 和

高 澤   基

末 岡 熙 章

澤   長 壽

瀬 川 欽 也

加 藤 博 司

深 山 英 樹
西 野 昌 明

本 田 正 寛

富 田   浩

池 田   徹
秋 草 直 之

藤 田 庸 右

古 矢 博 通

岡 峙   豊

松 田 欣 也

大 橋   賢
浅 野 彰 彦

塩 津   学
日 向 英 実

大 原 正 行

神 吉 賢 一

新 藤 久 典

里 谷   彰

山 本   晶

齋 藤 実 徳

山 口   敏

坂 元 譲 次

芦 立   訓

高 橋 隆 一

久 保   博
石 井 正 弘

越 宗 孝 昌

中 村   弘
斉 藤 永 吉

手 塚 克 彦

磯 井 貞 夫

杉 田  博
山 田 一 六

中 嶋 光 司
金 森   正

田 中 田鶴子

藤 田 庸 右

成 相 安 信
林   芳 正

瀧 山 一 甫

野 口 良 治
近 藤   稔
金 城 芳 雄

関 場   武
籾 井 勝 人

男

男

一房

秀

英

隆

井

村

垣

油

岡

板

彦

男

明

克

稔

義

林

井

田

′・′．竹
一　
上ヽ遷
　
菅
田

lul日 本バ ドミントン協会加盟団体長

岡山県副知事

岡山県議会議長

岡山県教育委員会委員長

倉敷市議会議長

倉敷市教育委員会委員長

倉敷市議会文教委員長

NHK専 務理事・放送総局長
全国都道府県教育長協議会会長

全国市町村教育委員会連合会会長

全日本中学校長会会長

全日本中学校長会副会長

与 文部科学省スポーツ。青少年局企画・体育課長
文部科学省スポーツ・青少年局生涯スポーツ課長

文部科学省スポーツ。青少年局競技スポーツ課長

全国新聞社事業協議会幹事

読売新聞社東京本社執行役員事業局長

lul岡 山県体育協会会長

山陽新聞社社長

彦

弘

男

二

也

輔

忠

郎

司

敏

彬

明

三

隆

潔

繁

一

理

克

義

稔

康

和

民

　

哲

祐

真

　

稔

潮

清

　

　

純

林

森

井

中

坂

貫

野

谷

宅

田

崎

浦

森

脇

澤

江

戸

野

竹

金

遠

田

保

綿

上

神

三

石

岡

松

西

里

相

堀

木

小

吉 田 道 一

内 藤 正 規

角 居 恭 一

行

世

裕

裕

一月

杵

船

白

参
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岡山県教育庁保健体育課長

岡山県教育庁保健体育課副課長

岡山県中学校長会長

岡山県吹奏楽連盟会長

NHK報 道局スポーツ特別主幹
NHK視 聴者事業局長
NHK岡 山放送局長
倉敷市教育委員会保健体育課長

倉敷市スポーツ公園理事長

倉敷市スポーツ振興事業団理事長

倉敷市体育協会会長

備南東地区中学校体育連盟バドミントン部顧問校長

備南東地区中学校体育連盟バドミントン部顧問校長

藤 井

前 田
岩 堂

高 田
橋 本
森

兼 本

石 井

伊 丹

杉 岡

永 山

ブ、  貞熙

下 村

健 平

潔

秀 明

勲

隆

茂 雄
伸 樹

宏 一

文 雄

哲 彦

克 敏

肇

宰 嗣

理大会委員長 働日本中学校体育連盟バドミントン競技部長 小 野

大会副委員長 lul日 本中学校体育連盟担当理事

働日本バ ドミントン協会派遣理事

働岡山県体育協会専務理事

lul岡 山県体育協会事務局長

岡山県中学校体育連盟副会長

岡山県バ ドミントン協会副会長

倉敷市実行委員会副会長

岡山県中学校体育連盟バドミントン部長

lul日 本中学校体育連盟常務理事

同日本中学校体育連盟理事

大 会 委 員

依 田 進 吾 猪 原 修 作

西 山 俊 吾 ノlヽ 田 和 文

柳 本 尭 敏 重 井 文 博

依 田 進 吾 浅 野 憲 次

清

裕

守

三

臣

淳

久

航

敏

之

賢

康

　

義

　

克

俊

井

井

井

田

井

門

山

原

山

田

筒

三

松

塩

藤

普

片

藤

永

吉

櫻 井
大 釜

川 崎

澤 田

本 村

會 澤
小 坂

高 橋

本ノ本

山 塙

前 田

中須賀

阿 部
神 戸

高 橋

中 山

茂

清 人

勤

芳 央
利 明

静 次
巌 夫

宏 治
祥 雅
秀 夫
昭

英 夫
紀 子

小 野
大 町

吉 村
土 也

清 水

藤 井
笹 り||

官 脇
野 津
小野寺

坂 野

永 原
今 井
木 戸

千 葉
野 村

譲 治
真 司
章 夫
進

安 彦

直 茂
正 紀
欽 治

孝 彦

勉

一
一
男
　
一

健

満

考

謙

正

真

啓

一
一
郎

夫

英

悦

和

井

　

宮

　

本

　

藤

山

宅

田

條

岡

崎

谷

地

中

筒

　

一
一
柏

山

　

伊

奥

三

成

東

片

河

銭

築

漬

理

治

史

和

安

均

春

也

一

二

久

一

満

一

夫

忠

則日本中学校体育連盟監事

聞日本中学校体育連盟全国大会対策委員

働日本中学校体育連盟バドミントンブロック長

恒

哲

浩

浩

和

潤

茂

純

健

安

lul日 本バ ドミン トン協会理事
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側日本バ ドミントン協会監事

岡山県教育庁保健体育課総括副参事

倉敷市教育委員会保健体育課課長補佐

岡山県中学校体育連盟理事長

倉敷市中学校体育連盟副会長

岡山県バ ドミントン協会理事長

倉敷市中学校体育連盟理事長

倉敷市体育協会バ ドミントン部長

NHK岡 山放送局放送部長
倉敷市PTA連 合会会長
帥倉敷市スポーツ振興事業団事務局長

lul倉敷市スポーツ振興事業団常務理事

倉敷市文化産業局文化観光部観光課長

倉敷市文化産業局観光部スポーツ振興課長

倉敷市教育委員会学校教育部長

倉敷市教育委員会指導課長

倉敷市教育委員会学事課長

lul岡 山県体育協会常務理事

岡山県バ ドミントン協会副理事長

岡山県バ ドミントン協会理事

大 会 総 務 ell日 本中学校体育連盟事務局長

lul日 本中学校体育連盟事務局職員

lul日 本バ ドミントン協会事務局長

岡山県教育庁保健体育課指導主事

岡山県教育庁保健体育課指導主事

倉敷市教育委員会保健体育課主管

岡山県中学校体育連盟副理事長

岡山県バ ドミントン協会事務局長

全国中学校バドミントン大会倉敷市実行委員会事務局

真 壁 幹 雄

山 田 順一郎
福 田   武
大 谷 創 一

小松原 道 広

友 末 修 三
文 屋 憲 次

吉 原 俊 治

竹 井 孝 真

穴 吹 栄 二

員 貝 昌 洋

前 田 利津子
杉 岡 哲 彦

日 笠   武

中 野 達 也

大 島 教 司

井 上 正 義

三 崎 伸一郎
有 村 省 吾

梶 川 政 文

藤 井 健 平

西     寛
中 山 睦 雄
藤 井 久 美

磯 永 由 美
松 岡 純 子

田 中 泰 弘

佐 藤 民 子

中 元 一 幸

尾 崎 勝 久

神 崎 義 博

香 山 百合子
田 中 健一郎

菊 山 直 幸

松 井 真姫子

今 井 茂 満

田 代 雄 一

大 飼 忠 司

岡 田 直 利

那 須 拓 孝

西     寛

中須賀 祥 雅
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能 登 則 男  三 井

上 原 信 彦  浅 岡 武

中

松

平

ノlヽ

藤

中

西

高

畑

片

山

`可
大

光

西

井

島

田

原

原

崎

見

岡

根

部

塚

本

美 治 長 尾

明 柚 木
秀 典 柴 田

和 文 松 本

道 弘 松 田

修 二 佐 藤

文 貴  中 島
龍 剛  藤 井
健 二  野 田

俊 之  松 川
圭太朗  三 宅

秀 一  中 嶋
貴美代  荻 野
清

隆 史

1骨

憲

哲 也

範 明

忠 裕

英 喜
一 男

修 嗣

大 記

伸 介

佳 貴

克 己

田 中 恵 子 兼 平 靖 平

井 上 英 次

高 原 芳 夫

裕



立 立

朋

競 技役 員 長        小田 不口文

総  務  部  部    長  中須賀祥雅
副  部  長  高原 芳夫
総  務  係  西  義治  石原 靖子  畑  健二

競 技 部 長      小野  理

競  技  部  部    長  中村 謙友
進  行  係  次田 佳代  横田 綾子  坂手 典子

放  送  係  原 千佳子  藤田 裕美  明楽 雅絵  真鍋 陽子  山縣 知佳
オー ダー係  坪井 好人  日笠 悌一  若林 元房  鷲田 武広  赤本 邦壮
シ ャ トル係  西中いづみ  入江 寿美  山本 彩香
本 部 記録係  後河内 貢  坂  孝博  戸高  守  文屋 知子

招集 誘 導係  平櫛 和男  福森 博昭  平野 友貴  佐藤 泰浩  清水 義久

横田 貴弘  菊池  勲  森本 知宏  山川 達也

競技審判部長         松本 克芳
審  判  部  部    長  高原 芳夫

副  部  長  片岡 俊之  中元 一幸
線  審  係  関  啓之  佐藤 忠裕
主    審  市川  佑  中川康一郎  藤原 俊介  石原 裕子  守安 正行

田脇 綾子  水舟 一郎  河合 隆司  木下 敬子  小池 美香
岡峙あかね  田中健一郎  張谷 倫子  山本 典子  野口 寿見
守屋 仁美  小林 陽子  佐藤 慎祐  竹光 明恵  山田 和範
中嶋 英喜  阿部 秀一

線    審  史靱   癸誕
業高校  倉敷翠松高校  倉敷中央高校
:ン トン部   バドミントン部   バドミントン部

青山 丹子  唐仁原優人  中尾 俊彦  井上 美幸
内藤可奈女  久保 祐人  景山 智稀  柴田 真純
横山 愛美  半田 篤義  山根 聖史  植木 彩華
中永 彩夏  横山 秀征  香山 智亮  岡本 佳奈
山下 詩織  野島 力   奥山 憂也  子川 成美
岡野 里音  土師 広夢  松本 寛二  小田かおり
山本 裕加  池田 翔太  平田 敦士  矢野瑛里香
川邊 麻衣  岡本 征久  佐々木 涼  大林 華苗

会  場  部  部    長  三宅 智史
副  部  長  西  義治
競 技 会場係  山下 一朗  赤堀 恵一  塚崎 好起  林  和寛  山崎久仁子

藤田 直子  漆原 一男  加藤 高広  樽本 裕二  田貝太樹也
秋山  真  香西 清輝  今村 友紀  保都沙也カロ

技役員
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駐 車 場 係

練 習 会 場 係

記録 。広報部  部    長
記録 掲示係

速  報  係
広  報  係

浅野 宏一

小山  修
漬峙 高寛

林  貴幸
宮本 文雄
黒明堅一郎

池本 修代

竹花 真二

大塚 弘美
元家久美子

小橋 重一

片山 利彦
田中  勇
田野 朋子

中田加奈恵

島  有紀
佐藤 博子

福原 礼子

坂本 豊子

中村オリエ

難波  玄

渡邊 恭孝
藤本 寛子
加藤 光夫

直原

田野

福田

二部野和代

谷口 晃子  水戸知栄美

水野 直明  江原 大輔

藤田 和美  後安 理吉
平谷 翔太  高田 素子

時光 皓之  岡本 尚之

日下 和弘  山田 良隆
藤原 瑞穂  講元 由紀

美

昭

一
一

絵

利

新

式  典  部  部    長  中原 修二

副  部  長  高原 芳夫
式典筆耕係  中川恵美子 安田 純子 坪井 一代 植木 淳子 竹本 絵美

大橋紗矢香  堀田明日香
寺本真知子  能美 知子

受付 接 待 部  部    長
受 付案 内係

接  待  係

生 徒 役 員  西 中 学 校

南 中 学 校

多津美中学校

東 陽 中学校

高木 由貴
荒木亜紗子

藤本亜希子

田元 亜季
光畑 美里

岡崎ひかる

星川 美波
織野 由真
官原 佑衣
中野 茉奈
古賀 七海
三宅 桃里

畑中 美咲
平尾 有紀
藤原  魁

森川 聖也
三好寛有輝

宮武 雪那

須浪  萌

兼重真奈穂

藤原 加奈
泉  朱音
牧野日向子

安藤 優来

倉橋 宏恵

中谷  遼
戸羽 美菜
坂本 真来
松村 芹菜

浅尾静莉奈

井手彩和加

木下 茉優
福本 佳奈

池上 人月
大月 葵
神原 壮馬
西出匡一郎

横田 旺大

大森  亮

平田 結乃

下宮 樹理

猪股 千夏
原田 愛莉
小野 綾可

赤澤 真理
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池田 朱里
田口 瑠海
水流添仁美

山根あずさ

仁後 茜音
加藤ほのか

山本江美奈

中山 郁海
才木 京香
黒川 愛加
黒住 優菜
西本 拓夢
羽原 天晴
安芸 雄太
田中 菜雄

沖屋 虹花
河野 結衣

藤原 梨奈
河田 美帆
緋田 智月

中嶋 遥香

吉岡 明莉
石井 麻穂
久奥 由樹
米原 美樹
井上 優花
水谷 員優
定岡 玖美
高憧あつみ

久吉 遥香
山口 智美
玉野奈津美

藤岡 大空

高橋 辰徳
荻野  怜
田中 梨菜
福田絵梨花

永来 愛莉
吉澤 詠子
滝澤 舞子

藤井ちひろ

諏訪 絵美
中井 真歩
木村友妃子

繁本 寛子

安原 綾里

高嶋 笑子
吉岡あす菜

田村  舞
高石 七穂

篠原 知樹

平田 颯太
塩津 弘基
小銭健太郎

藤原 茉由
尾原英里香

若井 明子
竹井 三枝
池上 小夏

倉敷第一中学校



福 田 中学 校

福田南中学校

連 島 中学校

児 島 中学校

玉島西中学校

総社西中学校

建本 夢乃
天野いぶき

吉原茉里奈

田中 大貴
伊藤菜保子

仁科友里香

高田 春菜
中土井優真

桐島 実希
鴨井 美香
南浦 生朋
渡辺湧也

古市 百花
武智 達也
小畑  遥
安藤あかり

山崎  希
天野 海里
新見 綾菜
大西つむぎ

片山真依子

/1ヽり|1  桃香

岡辺 厚至
土屋 智恵
小森 貴裕
神谷 彩華
甲谷 千南
亀山みなみ

森分 沙耶
難波 理紗
佐野 七海
倉本 聖奈
藤原 聖奈
高木 美紗
仲村  陸
楠木 琢也
神谷 仁志
難波 隆也
笠原 佑希

石崎 亜依
田浦のぞみ

大野 友輔
山田 佳季
原田 理央
有井 芙結

梶原 奈緒
五軒濱真那

宮原 悠稀
赤松 愛美
千田 哲也

井上 菜苗
藤井 成奈

秀川 雅昭
近藤 綾香
宇川 沙織
緒方 美佐
荒井 りな

岡本一華里

藤原 明奈
白山 晴美
Jヒ山  円
桐岡 完治
小林 雅弘
唐川祐一郎

友原 悠里

武田 昌美
中村 梨花
佐藤 那津
安田 悠里

楢村 美保
川口 麻世
細田 彩耶
小泉 明華
永瀬 陽望
笠井 翔矢
山室 陽介

吉富 彩

三宅加奈未

中野 志保
小幡 知範
宇野 志織
鶴崎 梨紗
三浦 央愛
浅田 真緒

井上 桃華
山岡 真依
中森文美佳

馬場 浩平
長岡 ゆま
片岡 美奈
岡崎  涼
大熊美貴子

笹野 加恵
山下美和子

藤原 有紗
柏野海紗希

加藤 杏奈
高津 莉穂

藤村 大樹
安原 貴史
松崎  翔
平松 晴佳
中野 千晶
赤澤 麻佑
坪井 彩華
森下 彩華
山口 咲耶
永吉 晶菜
岩知道美穂

坂本あかね

辻  友也
藤原 拓海
難波 省太

香山 梨奈
石井 優佳
小松原弘行

小野 翔華
岡田 知華
平松 由吏

山崎 真由

園田絵里花

平松美穂子

藤原明日美

芦田 貴行

片岡 千秋

萩原加代子

奥河 将希

板田 美緒

鹿室 静香

長谷川絢子

儀野 侑奈
久保 瑠菜
東谷 風花

高越 直輝
星川 維吹
定平 純佳
三澤佳代子

大森 絢可
沼本ちひろ

横田稚加子

若林 真由

大西 未来

江口 夕稀

仁木 海愛
木口 大貴
江口 直輝
末田 隆貴

青木 倫子

竹本  愛
山田 泰大

谷村舞優菜

谷村静里菜

森近 彩華
清田 華奈
唐住 彩那
大井 初音
藤原 輝秋
渡邊満理那

中尾 遥香

田島加奈子

瀬戸川萌実

石津 百萌
岡本まどか

近藤  渚

原渕紗也加

矢田 大将

井戸 颯馬
植木 結力日

桑田 紗弥

岡崎 真子
高越 千裕

四条 麻結
荒木 千晶
大森 裕子

狩屋真奈美

浦松 玲南
西岡 誠也
高田翔太郎

難波 卓也

妹 尾 中学校
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大 会 名

期日・場所

第40回  全国中学校バ
平成22年 8月 18日 (水 )～ 21日

ドミン トン大会

(土 ) 水島緑地福田公園体育館

埼玉栄中

(埼玉県)

聖ウルスラ学院
英智中

(宮城県)

旭川市立
東陽中

(北海道)

広島市立
亀崎中

(広島県)

北九州市立
本城中

(福岡県)

名古屋経済大学
市屯F中

(愛知県)

大津市立
日吉中

(滋賀県)

倉敷市立

福田中

(岡山県)

高松市立
勝賀中

(香川県)

弘前市立

第一中

(青森県)

西武台中

(千葉県)

上市町立
上市中

(富山県)

富岡町立
富岡第一中

(福島県)

小平市立
小平第二中

(東京都 )

北名古屋市立
師勝中

(愛知県)

高松市立
木太中

(香川県)

加古川市立
平岡中

(兵庫県)

熊本市立
北部中

(熊本県)

岩見沢市立
緑中

(北海道)

九州国際大学
付属中

(福岡県)

阿見町立
阿見中

(茨城県)

勝山市立

勝山中部中

(福井県)

大和郡山市立

郡山中

(奈良県)

雲南市立
大東中

(島根県)

富

岡
町
立
富
岡
第

一
中
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大 会 名

期日・場所

第40回 全国中学校バ ドミン トン大会
平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館

子団

富岡町立
富岡第一中

(福島県)

春日部市立
武里中

(埼玉県)

鹿児島市立
皇徳寺中

(鹿児島県)

綾川町立
綾南中

(香川県)

大津市立
日吉中

(滋賀県)

芽室町立
芽室中

(北海道 )

柳井市立

柳井中

(山 口県)

埼玉栄中

(埼玉県)

園田学園中

(兵庫県)

大垣市立
東中

(岐阜県)

青森山田中

(青森県)

富山市立
和合中

(富山県)

九州国際大学
付属中

(福岡県)

蓮田市立
蓮田南中

(埼玉県)

樟蔭東中

(大阪府)

旭川市立
広陵中

(北海道)

倉敷市立
福田中

(岡山県)

新居浜市立
中萩中

(愛媛県)

越谷市立

富士中

(埼玉県)

勝山市立
勝山南部中

(福井県)

岐南町立
岐南中

(岐阜県)

雲南市立
大東中

(島根県)

沖縄市立
越来中

(沖縄県)

聖ウルスラ学院
英智中

(宮城県)

聖
ウ

ル
ス
ラ
学
院
英
智
中
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大 会 名

期日 場所

第40回  全国中学校バ ドミン トン大会
平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館

小 林 優 吾用騨阜

中永大輝暦冊

大狩光貴屡群

菊 野  真 鰍

袋井由樹警訂F

馬場湧生素舗器

木村尋斗澤野

中野克哉暦孵

水口恭兵
(星記

松 本 康 平 1獅

上 村  聡 澤強す

玉 手 勝 輝 iT

近藤峻矢磯罰晏

森田慎司鸞翻争

木 村 大 二 朗 陽僻

前田晃司履∬

青 木佑 希 也 鮒

稲光勇太履貯

男子シングルス

小笠裕貴種瑠夢

雄 大 鰤

田 貴大循当息
立

石優斗澤慇

賀 穂罷弼許

村大志埋鯛肇

岡寿将層爾

中里 裕 貴 暦罫,26

本健太朗乗薔争

村 海 二 (厭

智 寛 腑

岡航平鮮驚

山幹太藤群

盛 悠 平
聯

谷勇希瑠顎》

井大志職賄

村祐樹磨階

野寺裕介礁配許

小
林
　
優
吾

（
富
岡
第

一
中

）

-20-



大 会 名

期 日 場所

第40回 全国中学校バ ドミン トン大会
平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館

1大 堀  彩

2唐 仁 原 茜

3松 本 香 織

4阿 部

5永 田

6森 み ず穂

7永 井 愛加

11

子シングルス

富岡町立

富岡第一中
(福島県 )

岡山市立

竜操中
(岡 山県 )

函館市立

本通中

(北海道 )

新潟市立

山の下中
(新潟県 )

八代市立

鏡中
(熊 本県 )

大阪市立

緑中
(大阪府 )

笠松町立
笠松中

(岐阜県 )

英

一麗

21-19
15-21

21-18

0

21-8
19-21

21-8

21-18
16-21

21-19

0

0

21-17
21-9

星 千智貪明許

北村毬乃謂
__ _ .´  九州国際
岡 英 美 穏 酔

21

石澤未夢翠冒

赤澤夏希脳階

篠田希望驚讐

城 杏ヾ∬
,  ェ  L_ 備前市立
丸 山 未 矩

澁

勝山市立口  茜勝山南部中27

本絢子もT28

山智佳徊
院
"

石田 光枝 腱轟T30

中村恭子ヅ "

端三彩起電観蒙

場 叶 華
瑯

田桃香篇

井由希乃袢

本麻佑繹

2

21-18
21-16

櫻
本
　
絢
子

（
鎮
西
中

）荒木 茜羽 湛轟T

三 谷 奈 央 需

加藤美幸誅

中西貴映鮮了暦

泉 朱莉鰤

永原和可那滓

小川由香謝

岡村真夢爾

濱 北 も も
長1表

吉 森 朱 里 需

嶺 井 優 希
師

０

　

‐９
．

２‐
．

２‐
．

　

０

一

２
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大 会 名

期日・場所

第40回 全国中学校バ ドミン トン大会
平 成 22年8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館

子 ル ス

山 下  京
小森園隆平

垂井町立
不破中  15
(岐阜県)

輩辣 “

小平市立
小平第二中 17
(東京都)

宮崎市立
宮崎西中 18
(宮崎県)

福井市
光陽中  19
(福井県)

岩見沢市立

緑中   13
(北海道 )

新居浜市立
中萩中  21
(愛媛県)

雲南市立
大東中  22
(島根県)

輔

一

友
太
口山
堀

晟
太
大
健
井
原

松

上

４師釧̈
晃

宏三員

城

辺

古

渡

也

也

将

達
田
寺

古

小

朗

生

史

敬

賢田
上

紀

也

裕

慎
岡
木

北

鈴
基

輝

裕

光

渡

本

唐

吉
９

樹

優

由
不
島

祐

悟

圭

慎

部

脇

占

寺Ю

岬
莉
帥

太

巳

雄

拓

根

浦

曽

松
一
也

侑

聖

田

田

徳

疋
＝

太

敦

祐木

田

植

塩

14-21

21-14
21-10

大津市立
日吉中
(滋賀県)

阿見町立
竹来中
(茨城県)

旭川市立
東陽中
(北海道)

敦賀市立
角鹿中
(福井県)

樹

織

大

伊

島

田

飯

安
２

也

嗣

拓

貴

水

田

速

岸
３

太

哉

凌

裕

部

内

西
竹

４

赫
融
ｍ

司

帆

敦

大

賀

里

多

中
５

師
融
¨

也

也

侑

侑

本

島

岡

大
６

馬
伸
巧

正

塚石
堀

７

太

之

健

啓
田
野

内

丹
８

朗

佑

卓

太

木

角

保

山
‐ ２

島

辺

洋

太
和

滉
川
崎

市

宮

植
木
祐
太

・
塩
田
　
敦

（
淑
徳
巣
鴨
中
）

慶

 璽 励
20

名古屋経済
大学市鄭中
(愛知県)

小平市立
小平第二中
(東京都 )

高松市立
玉藻中
(香川県)

岡垣町立
岡垣中
(福岡県)

奈良市立
若草中
(奈良県)

富岡町立
富岡第一中
(福島県)

0

18-21

21-14
27-25

マ奨鷺翼隔
中 24
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大 会  名

期 日・場所

第40回 全国中学校バ ドミントン大会
平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館

子 ブルス

蹴
13

聖ウルスラ学院

英智中  14
宮城県 )

子
希
〃
瑞

瀬

森

瑚

み

倭

ゅあ
利

本

足

塚

奈

香

玲

優

浦

島
宮

中
２

師血い
洸

紗津上
徊
井

土師い融
美

優畑槙
橋

メ
三
草

３

優
蒼

盲
【

藤

田

い
ｍ

奈

季

佳

真
谷
脇
酒
濱

香

里

文

千

山横

林

花

菫

百田

澤

多

伊
６

¨
帥
［

子
来
季
美

坂

川

田
新

０一
鈍
い

樹
香
沙

風

免

谷

定
松

美

香

有

瑠

川津

本

香

美

智

仁

藤

嶺

最琶
愛
曹晟盗鼻言「

富山市立

和合中  16
(富山県 )

岐南町立

岐南中  18
(岐阜県 )

大津市立

日吉中  21
(滋賀県 )

警:[[部梶嚢翻
立2

越谷市立

富士中  23
(埼玉県 )

羹島
妃
ご意f酪酔24

加
藤
　
智
香

・
長
嶺
　
仁
美

（
富
士
中
）

一轟̈
里

奈

優

里絵

村

田

中

園
４

春 日都市立

武里中

埼玉県

大垣市立

東中
(岐阜県 )

芽室町立

芽室中
(北海道 )

高松市立

玉藻中

(香川県 )

柏 原 み き 園田学園中
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大 会 名       第40回 全国中学校バ ドミン トン大会
期日・場所  平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日  (土 ) 水島緑地福田公園体育館
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大 会 名       第40回 全国中学校バ ドミン トン大会
期日・場所 平成22年 8月 18日 (水)～ 21日 (土)水島緑地福田公園体育館
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曽

聖ウルスラ学院英智中
(宮 城 県 )

菅 田 愛 結 果
飯 島  真 依

女子団体 16

2-0

2,i三〔♀0 含認場あξ雀
重 山 智 佳 2:|二

1:0上
原 真 莉

中

＞は県
立
縄
市
中
縄
，

希
紀
美
有
洲江
間

高
内

瑚
み

倭
ゅあ

禾
本
足
塚

女子団体 18

2-01昇 具産置す
14-211  1 +占   にゴ  フ  t
2:|:i:1撃 ∫宮篠庭

中  村  幸  2`|二1:0溝 端 三 彩 起

13-13

打切

］̈一螂蒼
一『一中［

香
樹

鈴
美

中
谷

田
北

紀
恋

美
楓

島

田
松
土

女子団体 20
聖ウルスラ学院英智中
( 宮 城  県 )

菅 田 愛 結 果
飯 島  真 依

越 谷 市 立 富 士 中
(埼 玉 県 )

2-0

2`11:0 "Ъ 志労重
重 山 智 佳 2`|二 110嶺 井 優 希

美
香

仁
智

嶺
藤

長
加

・４
切
７
打

瑚
み

倭
ゅあ

禾
本
足
塚

］̈一華蒼

立
山
　
　
田

Ｆ
ｉ
藤

富
＜

齊

松

・中 ‐
二

智

子

第
県
．　

那

師
」
千
妃

↓立

　

一

町
福
　

澤

岡富
＜

星
芹

女子団体 21

2-0

2  ;|二
l:  0

2針北 0

紀
恋

美
楓

島

田

松
土

菜
も

麗
も

田
北

太
濱

女子団体 22

毒
ウ
瞥弓″踊爵
智
声  2-0  1州 尾際喬学貫属声

哀Ъ翁 量 2;:[2:° 菫唇羹塞
重 山 智 佳 2ダ ]::0.松 岡 英 美

香
佳
日
杏
明見
林

里
若

・６
切
８
打

瑚
み

倭
ゅあ

禾
本
足
塚

女子団体 23
聖ウルスラ学院英智中
( 宮 城  県 )

菅 田 愛 結 果
飯 島  真 依

2--1   属
岡
稽
立
冒
岡
費
―
F

2`|二掲o 昇澤盾那軍
重山 智佳 01:]`12大 堀 彩

2;|[l,o 菜
も

一麗
も

田
北

太
濱

瑚
み

倭
ゅあ

禾
本
足
塚
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試合No 勝 者 スコア 敗 者

BS-1 中 永  大 輝 赤磐市立桜が丘中
岡山県

2
ZU― ZZ
21-16
,1-17

1 大 狩  光 貴 南丹市立八木中
京都府

BS-2 前 田  晃 司 唐津市立加唐中
佐賀県

2
lV―Zl

25-23
,4-,,

1 青 木 佑 希 也
豊浦町立豊浦中
北海道

BS-3 宮   雄  大 桐生市立相生中
群馬県

2
:0-ZI

21-14
,1-16

1 戸 田  貴 大 猪名川町立中谷中
兵庫県

BS-4 山 村  祐 樹 上市町立上市中
富山県

2
21-7
21-16
0 吉 井  大 志 羽島市立羽島中

岐阜県

BS-5 小 林  優 吾 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-10
21-14
0 中 永  大 輝 赤磐市立桜が丘中

岡山県

BS-6 袋 井  由 樹 中能登町立鹿島中
石川県

2
21-7
21-10
0 菊  野   真 横浜市立希望が丘中

神奈川県

BS-7 馬 場  湧 生 九州国際大学付属中
福岡県

2
21-17
21-7 0 木 村  尋 斗

平取町立貫気別中
北海道

BS-8 水 口 恭 兵 徳島市徳島中
徳島県

2
Zl― ll

14-21
,1-18

1 中 野  克 哉 鳥取市立湖東中
鳥取県

BS-9 松 本  康 平 八尾市立志紀中
大阪府

2
21-15
21-16
0 上  村   聡 西武台中

千葉県

BS-10 玉 手  勝 輝 聖ウルスラ学院英智中宮城県
2
21-14
21-11
0 近 藤  峻 矢 北名古屋市立師勝中

愛知県

BS-11 木 村 大 三 朗
高松市立協和中
香川県

2
21-13
21-18
0 森 田 慎 司 米子市立後藤ヶ丘中

鳥取県

BS… 12 稲 光  勇 太 阿見町立阿見中
茨城県

2
21-15
21-11
0 前 田  晃 司 唐津市立加唐中

佐賀県

BS-13 小 笠  裕 貴 名古屋経済大学市屯F中愛知県
2
lZ― Z:

22-20
,5-,3

宮   雄  大 桐生市立相生中

群馬県

BS-14 古  賀   穂 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-18
21-14
0 武 石  優 斗 千歳市立駒里中

北海道

BS-15 中 村  大 志 勝山市立勝山中部中
福井県

2
lυ―Zi

21-16
,1-19

1 富 岡  寿 将 唐津市立七山中
佐賀県

BS-16 松 本 健 太 朗
米子市立後藤ケ丘中

鳥取県
棄権 中 里  裕 貴 埼玉栄中

埼玉県

BS-17 西   智  寛 熊本市立北部中
熊本県

2
21-15
21-18
0 吉 村  海 二 小樽市立銭函中

北海道

大 会 名     第40回  全国中学校バ ドミントン大会
期日・場所   平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館
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BS-18 常 山  幹 太 草津市立草津中
滋賀県

2
21-11
21-10
0 松 岡  航 平 倉敷市立東陽中

岡山県

BS-19 稲 盛  悠 平 高知県立高知南中
高知県

2
10-21

21-18
22-20

1 渋 谷  勇 希 鶴岡市立鶴岡第一中
山形県

BS-20 山 村  祐 樹 上市町立上市中
富山県

2
l ij-21

21-15
,,一 ,0

1 小 野 寺 裕 介
小平市立小平第二中
東京都

BS-21 小 林  優 吾 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-17
21-14
0 袋 井  由 樹 中能登町立鹿島中

石川県

BS-22 馬 場  湧 生 九州国際大学付属中
福岡県

2
21-13
22-20
0 水 口  恭 兵 徳島市徳島中

徳島県

BS-23 松 本  康 平 八尾市立志紀中
大阪府

2
21-15
21-15
0 玉 手  勝 輝 聖ウルスラ学院英智中宮城県

BS-24 稲 光  勇 太 阿見町立阿見中
茨城県

2
21-11
21-10
0 木 村 大 三 朗

高松市立協和中
香川県

BS-25 古  賀   穂 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-8
30-29
0 小 笠  裕 貴 名古屋経済大学市屯F中愛知県

BS-26 中 村  大 志 勝山市立勝山中部中
福井県

2
23-21
21-17
0 松 本 健 太 朗

米子市立後藤ヶ丘中
鳥取県

BS-27 西   智  寛 熊本市立北部中
熊本県

2
21-17
21-16
0 常 山  幹 太 草津市立草津中

滋賀県

BS-28 山 村  祐 樹 上市町立上市中
富山県

2
16-21

21-15
,1-5

1 稲 盛  悠 平 高知県立高知南中
高知県

BS-29 小 林  優 吾 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-9
21-12
0 馬 場  湧 生 九州国際大学付属中

福岡県

BS-30 稲 光  勇 太 阿見町立阿見中
茨城県

2
ノー21

21-19
21-18

1 松 本  康 平 八尾市立志紀中
大阪府

BS-31 古  賀   穂 富岡町立富岡第一中
福島県

2
25-23
21-10
0 中 村  大 志 勝山市立勝山中部中

福井県

BS-32 西   智  寛 熊本市立北部中
熊本県

2
13-21

21-19
22-20

1 山 村  祐 樹 上市町立上市中
富山県

BS-33 小 林  優 吾 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-9
21-18
0 稲 光  勇 太 阿見町立阿見中

茨城県

BS-34 古  賀   穂 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-15
21-15
0 西   智  寛 熊本市立北部中

熊本県

BS-35 小 林  優 吾 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-16
22-20
0 古  賀   穂 富岡町立富岡第一中

福島県

大会 名     第40回  全国中学校バ ドミン トン大会
期日・場所   平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館
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試合No 勝 者 スコア 敗 者

GS-1 唐 仁 原  茜 岡山市立竜操中
岡山県

2
Zi― :V

15-21
,1-18

1 松 本  香 織 函館市立本通中
北海道

GS-2 濱 北  も も 富岡町立富岡第一中
福島県

2
25-23
21-14
0 吉 森  朱 里 自山市立松任中

石川県

GS-3 松 岡  英 美 九州国際大学付属中
福岡県

2
21-12
21-14
0 北 村  毬 乃 大津市立日吉中

滋賀県

GS-4 仲 井 由 希 乃
練馬区立大泉中
東京都

2
21-17
21-18
0 寺 田 桃 香 広島市立日浦中

広島県

GS-5 大  堀   彩 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-8
21-12
0 唐 仁 原  茜 岡山市立竜操中

岡山県

GS-6 永  田   麗 八代市立鏡中
熊本県

2
23-21
21-13
0 F可   音「     英 新潟市立山の下中

新潟県

GS-7 永 井  愛 加 笠松町立笠松中
岐阜県

2
21-17
27-25
0 森  み ず 穂 大阪市立緑中

大阪府

GS-8 荒 木  茜 羽 埼玉栄中
埼玉県

2
21-16
21-10
0 三 谷  奈 央 高松市立山田中

香川県

GS-9 加 藤  美 幸 倉敷市立福田中
岡山県

2
21-11

21-10
0 中 西  貴 映 相模原市立清新中

神奈川県

GS-10 永 原 和 可 那
芽室町立芽室中
北海道

2
21-15
21-11
0 泉   朱  莉 八代市立第八中

熊本県

GS-11 小 川  由 香 豊田市立若園中
愛知県

2
21-16
21-11
0 岡 村  真 夢 草津市立松原中

滋賀県

GS-12 濱 北  も も 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-17
21-18
0 嶺 井  優 希 越谷市立富士中

埼玉県

GS-13 星   千  智 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-13
22-20
0 松 岡  英 美 九州国際大学付属中

福岡県

GS-14 石 澤  未 夢 札幌市立平岡中
北海道

2
Zl-13
17-21
,,一 ,0

1 赤 澤  夏 希 備前市立備前中
岡山県

GS-15 結  城   杏 高知市立春野中
高知県

2
16-21

21-17
,1-7

1 篠 田 希 望 太田市立強戸中
群馬県

GS-16 山  口  茜 勝山市立勝山南部中
福井県

2
21-11

21-5 0 丸 山  未 矩
備前市立備前中
岡山県

GS-17 櫻 本  絢 子 田川市立鎮西中
福岡県

2
21-16
21-16
0 重 山  智 佳 聖ウルスラ学院英智中宮城県

大 会 名     第40回 全国中学校バ ドミン トン大会
期日・場所   平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館
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GS-18 中 村  恭 子 伊勢市立小俣中
二重県

2
21-13
21-18
0 石 田 光 枝 埼玉栄中

埼玉県

GS-19 溝 端 三 彩 起
園田学園中
兵庫県

2
Zl― :b

18-21
,1-16

木 場  叶 華 高松市立香東中
香川県

GS-20 仲 井 由 希 乃
練馬区立大泉中
東京都

2
21-10
21-11
0 松 本  麻 佑 札幌市立厚別南中

北海道

GS-21 大  堀   彩 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-13
21-19
0 永  田   麗 八代市立鏡中

熊本県

GS-22 荒 木  茜 羽 埼玉栄中
埼玉県

2
21-18
21-16
0 永 井  愛 加 笠松町立笠松中

岐阜県

GS-23 加 藤  美 幸 倉敷市立福田中
岡山県

2
lV―ZI

21-10
,1-15

永 原 和 可 那
芽室町立芽室中
北海道

GS-24 濱 北  も も 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-12
21-18
0 小 川  由 香 豊田市立若園中

愛知県

GS-25 星   千  智 富岡町立富岡第一中
福島県

2
Z:-0
19-21
,1-R

1 石 澤  未 夢 札幌市立平岡中
北海道

GS-26 結  城   杏 高知市立春野中
高知県

2
21-18
16-21
,1-19

山  口   茜 勝山市立勝山南部中
福井県

GS-27 櫻 本  絢 子 田川市立鎮西中
福岡県

2
21-14
21-18
0 中 村  恭 子 伊勢市立小俣中

二重県

GS-28 仲 井 由 希 乃
練馬区立大泉中
東京都

2
21-16
21-11
0 溝 端 三 彩 起

園田学園中
兵庫県

GS-29 大  堀   彩 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-17
21-9 0 荒 木  茜 羽

埼玉栄中
埼玉県

GS-30 加 藤  美 幸 倉敷市立福田中
岡山県

2
21-16
21-15
0 濱 北  も も 富岡町立富岡第一中

福島県

GS-31 星   千  智 富岡町立富岡第一中
福島県

2
Zl― ll

19-21
,1-19

結  城   杏 高知市立春野中
高知県

GS-32 櫻 本  絢 子 田川市立鎮西中
福岡県

2
21-b
17-21
,,一 ,0

仲 井 由 希 乃
練馬区立大泉中
東京都

GS-33 大  堀   彩 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-
21-

９

７ 0 加 藤  美 幸 倉敷市立福田中
岡山県

GS-34 櫻 本  絢 子 田川市立鎮西中
福岡県

2
21-13
25-23
0 星   千  智 富岡町立富岡第一中

福島県

GS-35 櫻 本  絢 子 田川市立鎮西中
福岡県

2
9-21

21-16
,4_,,

大  堀   彩 富岡町立富岡第一中
福島県

大 会 名     第40回  全国中学校バ ドミン トン大会
期日・場所    平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 ) 水島緑地福田公園体育館
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試合No 勝 者 スコア 者敗

BD-1
也
嗣

拓
貴

水

田

速
岸

旭川市立東陽中
北海道

2
21-15
21-11
0

樹
織

大
伊

島

田

飯
安

阿見町立竹来中
茨城県

BD-2
太
哉

凌
裕

部
内

西
竹

敦賀市立角鹿中
福井県

2
21-19
22-20
0

司
帆

敦

大

賀

里

多

中
福岡市立能古中
福岡県

BD-3
太
之

健
啓

田
野

内
丹

小平市立小平第二中
東京都

2
21-6
21-12
0

基
輝

裕
光

渡
本

唐
吉

高松市立玉藻中
香川県

BD-4
祐
悟

圭
慎

部
脇

占
寺

岡垣町立岡垣中
福岡県

2
22-20
21-14
0 一

也

侑

聖

田

田

徳

疋
奈良市立若草中
奈良県

BD-5
晃
宏ユ員

城
辺

古
渡

浅口市立金光中
岡山県

2
21-8
18-21

21-15

也

也

将
達

田
寺

古

小
垂井町立不破中
岐阜県

BD-6
貴
大

理
勇

島

辺
光
渡

富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-17
21-11
0

洋

太
和

滉
川
崎

市

宮
小平市立小平第二中
東京都

BD-7
舞
「
曲一ユ

慶藤
西

富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-16
21-17
0

紀
也

裕
慎

岡
木

北
鈴

新居浜市立中萩中
愛媛県

BD-8
樹
優

［
不
島

新

三
雲南市立大東中
島根県

2
21-13
21-17
0

太

巳

雄

拓

根

浦

曽

松
吹田市立豊津西中
大阪府

BD-9
也
嗣

拓
貴

水

田

速
岸

旭川市立東陽中
北海道

2
21-14
21-11
0

晟
太

大
健

井
原

松
上

大津市立日吉中
滋賀県

BD-10
也
也

侑
侑

本
島

岡
大

倉敷市立福田中
岡山県

2
15-21

21-10
21-13

1
太
哉

凌
裕

部
内

西
竹

敦賀市立角鹿中
福井県

BD-11
太
之

健
啓

田
野

内
丹

小平市立小平第二中
東京都

2
21-12
16-21

21-17

石  塚  巧  馬
堀   正  伸

名古屋経済大学市屯F中
愛知県

BD-12
朗
佑

卓
太

木
角

保
山

富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-18
21-12
0

祐
悟

圭
慎

部
脇

占
寺

岡垣町立岡垣中
福岡県
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BD-13
晃
宏ユ員

城
辺

古
渡

浅口市立金光中
岡山県

2
14-21

21-14
21-10

友  輔山  口
堀   太

岩見沢市立緑中
北海道

BD-14
京

平隆
下
園森

山
小

宮崎市立宮崎西中
宮崎県

2

１

０

８

１

３

１

一
　

一
　

一

１

８

１

２

２

２

貴
大

理
勇

島

辺

光
渡

富岡町立富岡第一中
福島県

BD-15
藤

西

各
＝
山一里

慶 富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-19
21-16
0

朗

生

史

敬
賢田
上

一馴
〓
一

福井市光陽中
福井県

BD-16 植  木  祐  太
塩  田   敦

淑徳巣鴨中
東京都

2
18-21

21-14
27-25

樹
優

〔不
島

新

三
雲南市立大東中
島根県

BD-17
也
也

侑
侑

本
島

岡
大

倉敷市立福田中
岡山県

2
21-12
21-9 0

也
嗣

拓
貴

水

田

速
岸

旭川市立東陽中
北海道

BD-18
朗
佑

卓
太

木
角

保
山

富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-13
21-14
0

太
之

健
啓

田
野

内
丹

小平市立小平第二中
東京都

BD-19
晃
宏三員

城

辺
古
渡

浅口市立金光中
岡山県

2
21-18
21-14
0

京

平隆
下
園森

山
小

宮崎市立宮崎西中
宮崎県

BD-20
植  木  祐  太
塩  田   敦

淑徳巣鴨中
東京都

2
21-15
21-18
0

行
豊

慶藤

西
富岡町立富岡第一中
福島県

BD-21
朗
佑

卓
太

木
角

保
山

富岡町立富岡第一中
福島県

2
21-12
22-20
0

也
也

侑
侑

本
島

岡
大

倉敷市立福田中
岡山県

BD-22
植  木  祐  太
塩  田   敦

淑徳巣鴨中
東京都

2
21-14
21-10
0

晃
宏二員

城

辺

古
渡

浅口市立金光中
岡山県

BD-23 植  木  祐  太
塩  田   敦

淑徳巣鴨中
東京都

2
16-21

21-16
21-19

1
朗
佑

卓
太

木
角

保

山
富岡町立富岡第一中
福島県
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試合No 月り; 者 スコア 敗 者

GD-1
奈
香

玲
優

浦
島

宮
中

春日部市立武里中
埼玉県

2
21-11

21-16
0

美

優

留王
首
本

久橋
メ

三
草

鳥取市立桜ヶ丘中
鳥取県

GD-2
里
奈

優
里絵

本

田

中

園
鹿児島市立皇徳寺中
鹿児島県

2
21-18
21-15
0

子

子

奈

和

美

美

本

本

老

老
富山市立水橋中
富山県

GD-3
土
日
曇職

琴
沙
川谷
崎

長
尾

蓮田市立蓮田南中
埼玉県

2
21-8
21-17
0

妃
花

裟
桜

澤
原

黒
藤

倉敷市立福田中
岡山県

GD-4
香
佳

日
杏
明見
林

里
若

九州国際大学付属中
福岡県

2
21-18
21-4 0

衣
美

結
茉

田

田

高
秋

大垣市立東中
岐阜県

GD-5
瑚

み

倭
ゅあ

禾
本

足
塚

聖ウルスラ学院英智中
宮城県

2
23-25
21-17
21-16

洸
紗津

上
亜谷

井
土

唐津市立肥前中
佐賀県

GD-6
優
蒼

盲
【

田

藤齊
松

富山市立和合中
富山県

2
21-15
21-7 0

奈
季

佳
真

谷
脇

酒
濱

樟蔭東中
大阪府

GD-7
樹
香

沙
風

免
谷

定
松

岩見沢市立緑中
北海道

2
21-19
21-15
0

美

香

有

瑠
川津

本
三
山

大津市立日吉中
滋賀県

GD-8
香
美

智
仁

藤
嶺

加
長

越谷市立富士中
埼玉県

2
19-21

21-19
21-19

一采
一采

紫
花部

野
我

伊
曽

新居浜市立中萩中
愛媛県

GD-9
奈
香

玲
優

浦
島

宮
中

春日部市立武里中
埼玉県

2
21-15
21-12
0

果
依
結
真
愛田
島

菅
飯

聖ウルスラ学院英智中
宮城県

GD-10
里
奈

優
里絵

本

田

中

園
鹿児島市立皇徳寺中
鹿児島県

2
21-12
20-22
22-20

尤
上
塁

百
澤
田多

伊
高松市立玉藻中
香川県

GD-11
き
佑

み
茉宮

原
都

柏
宇

園田学園中
兵庫県

2
23-21

17-21

21-11

立
日
曇醸

琴
沙
川谷
崎

長
尾

蓮田市立蓮田南中
埼玉県

GD-12
沙
奈

理
由

本
上

松
河

芽室町立芽室中
北海道

2
21-19
21-19
0

香
佳

日
杏
明見
林

里
若

九州国際大学付属中
福岡県
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期日・場所    平 成 22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )水 島緑地福田公園体育館
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GD-13
瑚
み

倭
ゅあ

禾
本

足
塚

聖ウルスラ学院英智中
宮城県

2
21-17
21-12
0 瀬  川  桃  子
森   瑞  希

埼玉栄中
埼玉県

GD-14
優
蒼

盲
ホ

田

藤齊
松

富山市立和合中
富山県

2
12-21

21-13
21-16

1
横  山  文 香
林   千  里

岐南町立岐南中
岐阜県

GD-15
樹
香

沙
風

免
谷

定
松

岩見沢市立緑中
北海道

2
21-14
21-15
0

子
来

季
美

坂

川
田
新

広島市立亀崎中
広島県

GD-16
香
美

智
仁

藤
嶺

加
長

越谷市立富士中
埼玉県

2
21-19
21-16
0

子
紗

調
有
己女澤
野

芹
東

富岡町立富岡第一中
福島県

GD-17
ム
示
乗
冨

玲
優

浦
島

宮
中

春日部市立武里中
埼玉県

2
15-21

21-12
21-19

1
里
奈

優
里絵

本

田

中

園
鹿児島市立皇徳寺中
鹿児島県

GD-18
き
佑

み
茉宮

原
都

柏
宇

園田学園中
兵庫県

2
21-12
21-11
0

昴″
六
不

理
由

本
上

松

河
芽室町立芽室中
北海道

GD-19
優
蒼

盲
本

田

藤齊
松

富山市立和合中
富山県

2
21-19
21-19
0

瑚

み

倭
ゅあ

禾
本

足
塚

聖ウルスラ学院英智中
宮城県

GD-20
香
美

智
仁

藤
嶺

加
長

越谷市立富士中
埼玉県

2
21-2
21-12
0

樹
香

沙
風

免

谷

定
松

岩見沢市立緑中
北海道

GD-21
ム
示
丞
日

玲
優

浦
島

宮
中

春日部市立武里中
埼玉県

2
21-16
21-17
0

き
佑

み
茉宮

原
都

柏
宇

園田学園中
兵庫県

GD-22
香
美

智
仁

藤
嶺

加
長

越谷市立富士中
埼玉県

2
21-17
21-10
0

優

蒼

盲
本

田

藤齊

松
富山市立和合中
富山県

GD-23
香
美

智
仁

藤
嶺

加
長

越谷市立富士中
埼玉県

2
21-19
22-20
0

奈
香

玲
優

浦
島

宮
中

春日部市立武里中
埼玉県
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チャレンジャー精神で

福島県富岡第一中学校バ ドミントン部主将

保 木 卓 朗

岡山県倉敷市で行われた今年の全国大会は、僕にとつて 2度 目の全国大会の挑戦となりました。去

年は先輩たちとともに全国大会優勝を目指していたものの、準決勝で敗れ 3位となり大変残念な思い

をしました。新チームとなつてからは、去年果たせなかった全国優勝を達成するために、チームー丸

となつて毎日の練習に取り組んできました。辛い時もありましたが、そんな時こそみんなで声を掛け

合いながらがんばりました。

地区大会を皮切りに県大会、東北大会と順調に勝ち進み、いよいよ全国大会となりました。それま

で 1ポイントも落とすことなく勝ち進んできましたが、全国大会の初戦から2-1と なる厳 しいス
ター トでした。全国大会で勝つことの厳しさを感 じました。それ以外にも苦しい場面がありましたが、

これまで練習の中で苦しさを一緒に乗り越えたみんなでカバーし合い、助け合いながら勝ち上がり決

勝戦を迎えました。決勝戦は 2年連続で対戦し敗退している埼玉栄中学校との対戦でした。「今年こ

そは絶対に勝つ」と気持ちを切り替えてチャレンジャー精神でのぞみました。決勝戦では自分たちの

力を十分に出し切ることができ、その結果全国優勝をすることができました。優勝した瞬間これまで

がんばってきて本当によかったと思いました。

この結果を残せたのも毎日自分たちの指導をして下さつた先生方、家族のみんなや地域の方々の応

援のおかげです。本当にありがとうございました。この結果に満足することなく、これからも一層努

力しより上を目指してがんばりたいと思います。

最後の全中

聖ウルスラ学院英智中学校 3年 主将

菅  田 愛結果

私は今回、中学校最後の大舞台で団体優勝というとても大きな成績を残せたことで、選手としては

もちろんですが、何よりも主将として本当に嬉しかつたです。過去に私は 2回、全国大会の団体戦を

経験していますが、一昨年はベス ト8、 昨年は決勝まで行ったものの同じ東北の富岡第一中に負けて

しまい、準優勝でした。昨年の先輩には鳥居彩乃先輩がいて、シングルスで優勝しました。私は改めて、

団体と個人の違いを痛感 しました。何よりも一人ではなく、全員で戦うものなんだと知り、仲間との

絆を深めながら、練習に取り組んでいこうと、今年の夏は自分に言い聞かせました。そして望んだ東

北予選。決勝まではスムーズに行きましたが、最後はライバルの富岡第一中でした。昨年までの東北

大会13連覇という大きな記録を絶対に守らなければいけないんだ、自分自身にずつと言い聞かせ、試

合前に一番落ち着きがなかつたのは、私だつたかもしれません。結果は 2対 0のス トレー ト負け。結

局、私たちのダブルスで決まつてしまいました。あの時は、周りの皆に励ましの言葉をもらつても、
「次

があるでしょ !」 と母に背中を押されても、涙を止める事は出来ませんでした。あの時の悔しさは今

でも忘れません。東北大会後、常田先生は「連覇が大切なんじゃない。ここで負けてもいいんだ。全

国で勝てばいいんだ。」と私たちに言つてくれました。そこでまた私たちは 1か ら気持を入れ替えて、

必死になつて練習しました。官城県と違つて岡山県はとても暑く対応するのが大変でした。水分補給

には細心の注意をはらいながら行つていたのですが、主将の私自らが熱中症になつてしまい、病院送
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りになるなど、ハプニングもありました。そして大会当日、私は不思議と東北大会の時よりも緊張は

あまりなく、楽な気持で準備することができました。いざ会場に入り練習をしてみると、空調という

壁が私たちを待つていました。思つた以上に風が強く、初戦からリズムを掴めず苦戦した展開が何度

もありました。それでも何とか順調に勝ち上がり、 2年連続の決勝の舞台まできました。やはり、逆

山は予想通り富岡第一中が上がってきて、東北対決となりました。私は、「ここまで来たら、あとは

全力でやるしかない !笑顔でやりきろう !」 と皆に声をかけ、試合に臨みました。オーダーは東北大

会と一緒。何だかよく分からないけど、私たちのダブルスには、今までにないほどの"やる気
‖
が満ち

ていました。今までずっとこの日のために頑張ってきた。ついに自分たちの力を認めてもらえる日が

きたのだと、と私は中学校最後の団体戦のコー トで精一杯の力を出し切 りました。最後にパー トナー

の飯島が決めてくれた瞬間、私たちは強く抱き合い、涙を流しました。

この 3年間頑張って練習し、そして 3年生で主将という立場で、やってきて本当に良かつたと心か

ら′思いました。

中 2の夏は東北大会で 1つ下にシングルスで負け、それからなかなか成績を残せず、ついにダブル

スに切 り替えられました。私はもう自分は見捨てられたのではないかと何度も思いました。しかし、

次第にその気持は、先生は私に可能性をくれたのだというものに変わりました。どん底だった私に挑

戦する気持ちを教えてくれた先生、何度もくじけそうになった時、背中を押してくれた家族、そして

いつでも笑顔で私についてきてくれた仲間達。私は本当に恵まれた環境にいたんだと今回の優勝で思

いました。私は個人戦で一人で勝ち取る優勝よりも仲間と勝ち取る優勝の方が何倍も喜びをわかち合

えるものだと思います。東北大会で流した悔し涙と、全国大会で流した嬉し涙、どちらも経験できた

私たちは本当に幸せものです。

これからもバ ドミントンを続けていく上で、この喜びを忘れず、また 3年後、全国の頂点の座に立

とうと仲間と共に約束しました。

とにかく、この 3年間の集大成で勝ち取つた優勝は、先生への 1番の恩返しになり、そしてなにより、
私たちにとっては、何にも変えることのできない大切な宝物になりました。

みなさんに感謝

倉敷市立福田中学校

畑   健  二

地元倉敷で全中が開催されると聞いたのは福田中に赴任した頃でした。クラブの指導者の方々に有
望な選手がいるかどうか尋ねたことを覚えています。その後は小学生との合同練習、高校生との合同

練習を行い、全体のレベルアップを図ってきました。前年行われた長崎全中では団体戦、個人戦とも
上位入賞を果たすことができ、選手強化の手ごたえを感じることができました。全中出場を目指すチー
ムは、目立つ選手はいないがチームとしてのまとまりで勝負する男子、シングルスの主力選手を中心
に戦う女子、という特色でした。

選手に恵まれ、過去何度か全中で上位入賞をさせてもらっていますが、地元全中のプレッシャーは相
当なもので、なんとか 1つでも表彰台へのぼりたいと思い練習を積み重ねました。男女とも倉敷の強
豪校の協力で高校生との練習を重ね、シャトルの強さやスピードについていく練習を行いました。結
果は、男子団体、女子シングルス、男子ダブルスで上位入賞することができました。今大会ほど、多
くの方の声援、支えのありがたさを強く感じたことはありません。みなさん本当にお疲れさまでした、
そして、ありがとうございました。
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全国大会に出場して

倉敷市立福田中学校

岡 本 侑 也

地元、倉敷での全国大会が始まった。この日の為に、僕たちは日々厳 しい練習を行つてきました。

その甲斐あって、団体、個人ともにベス ト4と いう成績を修めることができました。特に団体戦は、
ベス ト8が 目標でしたが、一つ勝ち、二つ勝ちと、多くの地元の方々の声援にも後押しされ、試合を

重ねるごとにチームー丸となり、一人一人が力を十分に発揮していきました。迎えた団体準決勝では、

去年決勝で敗れた埼玉栄との対戦となり、“絶対にリベンジするぞ"、 と強い気持ちでのぞみました。

しかし、勝ちたいという思いだけが先走り、精神面の弱さが出てしまい大事なシングルスを落として

しまいました。今まで感 じたことのない悔しさを感じました。また同時に、今まで一緒に頑張ってき

た仲間や先生方への感謝の気持ちでいっぱいになりました。そして今、全国大会に出場できたことを

誇 りに思い、これからのスター トラインとして、今まで以上に自分自身を高める努力をしていきたい

と思います。

全国大会を振り返って

倉敷市立福田中学校

加 藤 美 幸

岡山で全中が開催されるのを知ったのは私が6年生の時でした。それで、強くなり地元で勝ちたい

と思い、倉敷福田中学校への入学を決めました。入学して 1、 2年、結果を残せず、自分自身への甘

さや気持ちの弱さを実感しました。そして迎えた 3年生、女子のキャプテンとなり、個人はもちろん、

“みんなで全中に出場しよう !"と 団体の出場に向けても仲間と力を合わせ毎日汗を流しました。し

かし、全中が近付くにつれ不安やプレッシャーが大きくなりとても辛かったです。そのプレッシャー

に負けそうになり、きつい練習から何度も逃げたくなりましたが、やるだけのことをやつて全中にの

ぞみ、悔いだけは残したくないと思い頑張りました。全中当日、見慣れた体育館のいつもとは全く違

う雰囲気に、“いよいよ始まつたな。"と気の引き締まる思いがしました。開会式では選手宣誓をやら

せてもらい、とてもいい思い出になりました。団体では、初戦は突破しましたが、日標にしていたベ

スト8に入れず悔しかったです。試合までの 2年半、いつも応援してくれたお父さんとお母さん、ずつ

と怒ったり叩いたりたくさんの事を教えてくれた先生、きつい練習も一緒に乗り越えてきた仲間たち、

運営・役員をしてくれたたくさんの人たちの力があつて私は全中のコー トに立ち試合をすることがで

きました。ありがとうございました。高校ではもつと自分に厳しくなり、中学でやりきれなかつた悔

しさを忘れず、もつと頑張りたいです。
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バ ドミントンの素晴らしさ (得点係 )

倉敷市立倉敷第一中学校

山 田 泰 大

僕は、得点係という大事な仕事をやることを、顧間の先生から告げられたときは、とてもびつくり

して不安な気持ちになりました。そして大会初日の開会式では、選手たちはみんな強そうで誰が一番

になるのかもわかりませんでしたし、次の日から、いよいよ僕の最初の仕事が始まります。本当に全

国大会で得点係の仕事ができるとは思ってもいなかったので、とても緊張しました。そうして、開会

式の時に見た選手たちを間近で見て、とても興奮しました。そして、僕は「バ ドミントンは、とても

素晴らしい競技だな。」と思いました。

岡山県で代表の岡本侑也さんと大島侑也さんの試合を見たとき、僕は「こんなに身近な人が全国大

会で 3位になれるなんてすごいな。」と思いました。僕も強い選手たちのプレーをたくさん見て、今

後の練習に生かしていこうと思います。そして全国大会で見た選手たちに少しでも近づいていきたい

です。こんな貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。

コー トの上に立って (コート整備係)

総社市立総社西中学校

難 波 卓 也

初めて岡山で開かれた全国大会。僕は、バ ドミントンの全国大会が身近な倉敷市で行われたことは、

とてもすばらしいことだと思いました。

この大会で、僕はコー ト整備を担当することになりました。コー ト整備をしていると、選手の人た

ちのプレッシャーや集中力がコー トの上から伝わつてきました。僕は、このプレッシャーと緊張感の

中で試合をしている選手たちを間近に見て、「すごい。」という思いでいっぱいになりました。そして、

しばらくコー トのそばにいると、応援している人たちの熱気や選手の気合いに会場内が包み込まれて

いることを実感しました。

また、コー ト整備の席についていると、迫力のある試合だけでなく、選手の人たちの礼儀正しさに

触れることもできました。僕は、強い選手を見て、技術面だけでなく精神面やマナーのよさを見習わ

なければならないと強く思いました。

実際に、全国大会の一役員として、コー ト整備に携わり、予想以上にすばらしい大会であることに

感動しました。そして、選手の熱意や周りの人たちの温かさに触れ、以前よりもバ ドミントンが好き

になり、強くなりたいと思う気持ちが高まりました。全国大会での仕事を終えた現在、僕は仲間たち

と力を合わせ、日々練習に意欲的に取り組んでいます。

三日間という短い期間でしたが、コー ト整備係として全国大会に携われたことを誇りに思います。

最後に、選手のみなさん、すばらしい貴重な試合を見せてくださり、ありがとうございました。
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全中のスタッフを体験して(練習会場係)

倉敷市立連島中学校

岡 崎   涼

僕は 8月 17日 から20日 まで全中のスタッフとして水島体育館に行きました。まず、今回僕が大切に

したことはあいさつです。

全国大会に出る人が来たときに「おはようございます。」「こんにちは。」などの声かけをしました。

やはりあいさつは選手の基本なので大きな声を出すようにしました。そうすることにより皆が気分良

くプレーできると思ったからです。すると必ず元気な声であいさつが返つてきてとても気持ちがよ

かつたです。

自分の仕事は主に案内、準備、片付けなどでした。30分交代でいろいろな仕事をしたのでとても忙

しく大変でした。

しかし日前で全中の皆さんのプレーを見ることができて光栄でした。その動きはキレがあり、ミス

がなく声が出ていてとても迫力がありました。自分もあのようなすばらしい選手になりたいと思いま

した。まだまだ自分は未熟ですが日々の練習を続け、体力を向上させ技術を磨きたいと思います。

しかし今回学んだことはそれだけではありません。あいさつすることの大切さを改めて感じたので

す。最初の一言で初対面の選手ともお互いにさわやかな気分になれたと思いました。さらに日頃の生

活態度や言葉遣いなども、重要であると思いました。今回、学んだことを生かしていければとよいと

思いました。

忙しい 4日 間でしたが参加できてよかつたです。

不安が自信に (速報係)

倉敷市立東陽中学校

安 芸 雄 太

僕は速報係の仕事の中でもインタビューを担当しました。打ち合わせの時、「勝利者にインタビューを

する」と間かされた時は不安でいっぱいでした。「なぜ、僕なんかがこんな重要な役を任されなければな

らないのか」という気持ちでいっぱいでした。実際にインタビューの練習をしてみても全然うまくいかず、

先生にいろいろなことを注意されました。本番前のリハーサルも上手くいかず自信がもてませんでした。

8月 19日 、ついに試合が始まりました。時間が経つごとに、不安な気持ちは広がるばかりでした。

試合が終わり、選手たちが出てきたときは、
「もうどうにでもなれ」という気持ちで選手のもとにか

けつけ、インタビュールームヘ案内しました。練習の時には、もうすでにこの段階で注意されていた

けど、なぜかこのときはとてもうまくいきました。途中で少し戸惑つた場面があつたものの、なんと

か最後まで進めることができました。そのとき初めて
「やりきれた」という実感がわきました。それ

と同時に少しだけ自信がつきました。さらにその自信は回を重ねるごとにどんどんついてきました。

何だか、自分がインタビューすることが当たり前のように思えてきました。自信がつくのに比例して、

声の大きさもだんだん大きくなっていくのが、自分でもよく分かりました。

僕はこの全国大会という大きな舞台で、インタビューをする役を担当して、貴重な経験になり良か
っ

たと思います。自信さえあれば何だってできると強く感じました。この経験を生かして、
いろいろな

ことにチャレンジしていこうと思います。
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いろいろな人と接して (速報係)

倉敷市立西中学校

山 根 あずさ
私は最初、 1週間すべてを使って仕事をやると言われ、役員をやるのが嫌になりました。

仕事は4人 1組でのインタビューでしたが、私のチームは私以外は全員 2年生でした。人見知りな

のであまりや りたくなかったけれど、先輩の私がやらないと‖と思い、「私がインタビュー係やるから

がんばろうね。」と言いました。けれど内心は「失敗したらどうしよう。…」と、とても不安でした。

練習のとき、先生方がたくさんア ドバイスをしてくださったので少し自信がつきました。

当日、思つていたよリインタビューは忙しかつたです。試合を終えた選手がどんどん出てきて、一

気に出てきたときには、インタビューできていない選手がいました。先生にその選手のところに「行っ

てきて。」と言われたときはとても不安でした。選手を見つけて話かけるときは、インタビューを行

うときよりも緊張しました。 2日 日、 3日 日と、だんだん仕事にも慣れてきてスムーズにこなせるよ

うになつてきました。最終日、私たちは優勝チームをインタビューすることになりました。どのイン

タビューよりも緊張したけれど、うまくできたのでとても嬉しかったです。大会中、私たちがインタ

ビューしたことがすぐに「速報」になりました。会場に来ているたくさんの人たちが速報を手にとっ

ている姿を見て、とても嬉しかつたです。

全部仕事が終わつてから、 1週間を振り返つてみました。初めてのことばかりで大変で、先生に注

意されることもあつたけれど、いろいろな人たちと接することができて、本当にいい経験ができたと

思います。お世話になった先生方、同じ係だつた東陽中のみなさん、インタビューを受けてくださつ

た選手や監督の皆さん、本当にありがとうございました。この貴重な経験をいかしてこれからも頑張つ

ていきたいです。

期待と緊張のプラカード係

倉敷市立児島中学校

白 山 晴 美

ある日、顧間の先生に児島中学校が全国大会のプラカー ド係をする事になったと問かされたとき、

私は楽しみという期待の気持ちで胸がいっぱいでした。全国大会に出場された選手の一生の思い出に

残るような、すばらしい開会式にしたいと思いました。

練習初日、初めて会う人がたくさんいて、新しいことをたくさん習いました。先生方から大会に向

けての心構えや大切なお話を聞きました。それまで楽しみだつた大会が近づいてくるのが急に怖くな

り、緊張と不安で押し潰されそうになりました。それからの練習は、毎日厳 しくなるばかりで、「先

生に怒られたらどうしよう。」と思い、一日一日の練習がとても長く感 じました。しかし、そんな練

習の日々もすぐ終わり、本番がやってきました。

開会式当日、会場の風景は今までとまるで違いました。たくさんの選手や応援に来られている人で

埋め尽くされた応援席、選手のプレーや大切な思い出を残そうと用意された、たくさんのカメラやビ

デオ。その一つ一つのことに、いつも以上の緊張感を感じました。でも、仲間とやった毎日の練習を、
私たちのために厳 しく教えてくださった指導の先生方を思い出し、できる限りの力でプラカー ド係に

臨みました。おかげで本番は大成功。心配していた指導の先生方も、終わった後はとても笑顔でほめ
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てくださいました。その瞬間、緊張はすっかりなくなり、いつの間にか私もみんなと一緒に笑顔になつ

ていました。充実感でいっぱいでした。

この全国大会のプラカー ド係で、一生懸命やれば何でも乗り越えられることを学びました。この気

持ちを忘れずに、これからの学校生活や部活動で生かしていきたいです。最後に、私たちにこのよう

な大切なことを学ばせてくれる貴重な体験をありがとうございました。

不安と緊張の三日間 (放送係)

岡山市立妹尾中学校

吉 富   彩

全国中学校バ ドミントン大会という、とても大きな大会の開会式の放送係の仕事を任されたとき、

最初は、「自分がやつていいのか。」とすごく思いました。でも、「任されたからには一生懸命全力で

やる。」と決心した気持ちになり、やる気が芽生えました。本番二日前の練習では、ただ原稿をその

まま読んだだけという感じでなかなか上手く読めませんでした。家に帰つて何度も読み返して、どう

すれば放送が上手く会場の方々に伝えられるのかとすごく悩みました。そして、本番前日の練習では、

昨日より練習もたくさんでき、上手く原稿も読めるようになりました。すると、役員の先生から「昨

日よりはだいぶ成長したなあ。明日は楽しみにしておくよ。」と言われました。この仕事は初めての

ことばかりで、不安でいっぱいだったので、ほめられたことはすごく嬉しかつたし、仕事を任された

最初のときのように、やる気がどんどん出てきました。その言葉のおかげで、不安もだいぶ消えたと

思います。

そして、ついに本番当日。午前中に練習がありました。本番前の練習は、自分でも上手くできたと

思いました。でも、もうすぐ本番となつて、選手が続々と会場に入つてくるとどんどん緊張してきて、

不安がまた出てきました。そのときの緊張は今までで一番というくらい本当にすごかつたです。そし

て本番。ずつと不安を紛らわそうと同じ係の人と話していたので、静かになつただけでも緊張はピー

クに達していました。会場連絡、入場、開会宣言の放送はうまくいきました。しかし、私はご来賓の

方のあいさつの時に、とても失礼な間違いをしてしまいました。その後はうまくいき、自分の仕事を

終えることができたときは、本当に不安と緊張から解放されてすがすがしい気分でしたが、やつぱり

間違えてしまったのはすごく悔しかったです。この三日間は、初めて経験したことがとても多くて、

緊張しつぱなしだったけど、この仕事はすごくいい経験になつたし、全中の放送係を務めたというこ

とを誇りに思います。貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。

感 謝 (受付係)

倉敷市立南中学校

宮 原 佑 衣

私は全国バ ドミントン大会に受付係として参加しました。受付係には、初日の選手の受付、道案内、

トイレの清掃、うちわの配布、あいさつなどのたくさんの仕事が待つていました。

その中でも特に、ゴミ回収の仕事が大変でした。ゴミ箱の数は少ないですが、アルミ缶、
ペットボト

ル、アイスのごみ、燃えるごみとそれぞれ専用のゴミ箱がありました。しかし全然分別がされていま
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せん。アルミ缶とペットボ トルは一緒、アイスのごみ入れにアルミ缶、ペットボ トル専用のゴミ箱に

あふれかえるようにつまれたお弁当のごみ、ペットボ トルにたばこやティッシュが入つたもの…。本

当にすごい状態でした。私たちはそれを見て、「うわぁ…。」と思わず声を出してしまいました。暑い

中で一つ一つ仕分けをするのはとても大変な作業でした。コーヒーが手に流れてきたり、たばこの吸

殻が出てきたり、「何で書いてあるのにきちんと決められた場所に入れてくれないのだろう。」と何度

も思いました。でも、私も普段からきちんと分局1を しているのかというと、そうとは言い切れません。

だから先生方はこの仕事を私たちにさせてくださったのかもしれません。きちんと仕分けをし終える

と、とても気持ちがよく、すがすがしい気持ちになりました。その気持ちと同時にこれからはきちん

と分男りをしようと思いました。

たくさんの裏の仕事を経験し、私が選手として出場している試合でも、裏でたくさんの人たちが働

いてくれていたのだと思いました。これから試合がある時には、当たり前にできていると思うのでは

なく、裏で働いてくれている人に感謝をして、コー トでプレーしたいと思います。貴重な経験をさせ

ていただきありがとうございました。
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平成22年度 第40回全国中学校バドミントン大会

孵れ違‐晨町、き鉤ご|
～ :千キうIIみんな輝l■ 岡山で ～  第 13号

【岡山★豆知識⑩ 】<備中神楽「吉備津」>
備中神楽は、国の重要無形文化財。ひげをたく

わえた吉備津彦命が赤い面をかぶつた温羅を退

治する物語。温羅は悪人ではなく、大和朝廷が

恐れるほどの勢力をもった人物だつたという地

元ならではの解釈が加わり、趣深い。
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選手宣誓

1

2

3

4

5

6

7

開会式次第

開会通告

選手入場

開会宣言   大会委員長 小野 理

国旗掲揚

諸旗掲揚

優勝旗・優勝杯返還

あいさつ  (財)日 本中学校体育連盟会長 新藤久典

(財)日 本バ ドミントン協会会長 綿貫民輔

岡山県教育委員会教育長 門野八洲雄

岡山県議会議長 岡崎 豊

倉敷市長 伊東香織

倉敷市立玉島西中学校 生徒代表 土屋智恵

男子 岡山県倉敷市立福田中学校 岡本侑也

女子 岡山県倉敷市立福田中学校 加藤美幸

8 祝辞

9 歓迎の挨拶

10歓迎の言葉

11選手宣誓

12閉式通告

13選手退場

1覆籍蝠唖∬

↑携帯速報は

こちらから
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【岡山★豆知識 号外4 】
<井山宝福寺>
井山宝福寺は、雪舟が涙でネズミの絵を描い

たという伝説で有名。県下で 2番 目に古い三

重塔は、国の重要文化財。座禅体験もできる。

<齊藤監督>

<保木選手>
<小林選手>
<山角選手>
<藤選手>
<古賀選手>
<西選手>
<高嶋選手>

選手達が本当によく頑張つてくれた。先輩たちの築いたものを引き継いでい

き、二、一年生にがんばってほしい。

うれしい。

苦しかったけど、最後に勝ってよかった。

初めての団体優勝なので、うれしいです。
とてもうれしかったです。

苦労があつたけどみんなで優勝できてうれしかつた。
とてもうれしいです。

チームで優勝できたのでうれしかったです。

lrir,rr'r
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↑携帯速報は
こちらから
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【岡山★豆知識 号外5 】
<倉敷アイビースクエァ>
倉敷アイビースクエアは、倉敷紡績の旧工場で、

観光施設として再生された。

その名のとおり、アイビー (つた)が レンガ壁を

覆つている。工場であつた頃、工場内の温度上昇

を防ぐように、大原孫二郎が従業員のために夏ツ

タを植えたからだ。

(常田監督)

選手のみなさんは最高でした。良い試合

を見せてくれて、感激しています。来年

も優勝を目指して、頑張ります。

(重山選手)

ただうれしいです。次の大会では一

本一本大切に打つていきたいです。

(飯島選手)

決勝までくるのに一生懸命

だつたので、優勝できてう

れしいです。

(足利選手)

東北大会で負けたので、全

国大会で優勝できてうれし

いです。

(菅田選手)

去年は決勝で富岡中に負けて、悔しか

ったけど、今年実力を果たせたのでう

れしかつたです。高校でもバド部に入

つて、インターハイ優勝目指します。

(塚本選手)

自分たちで勝ててうれし

かつたです。

(高瀬選手)

自分は試合にでてないです

けど、マネージャーとして頑

張れたのでよかつたです。

(鈴木選手)

チームー丸となつて、優勝で

きてうれしかつた。
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【岡山★豆知識74 】< 法事といえば…・あんばん !>
県北部に残る風習で、法事でのお供えにあんばん

を使う。最近は、クリームバンやジヤムバンも使

われる。なぜパンなのかは不明だが、法事霞頭が

いつの間にかあんぱんに替わったという説が有

力。
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‐1“イルル動制

‐

優勝してとても嬉しいです。
高校でもバ ド部に入つて一年生でレギ
ュラーに入つてインターハイで優勝し
たいです

初めての全中でうれしいです。

☆

富岡第一中学校・福島県

小林 優吾選手
鎮西中学校・福岡県

櫻本絢子選手
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【岡山★豆知識75 】<足を使つて洗濯 1>
奥津温泉街の奥津橋のたもとでは、足を器用に使つ

て洗濯するようすが見られる。これはこの地方に伝

わる風習で、熊やオオカミの襲撃から身を守るた

め、周囲を見張りながら足で洗濯していたことに由

来。

富士中学校 :埼玉県‐

藤智香 =長嶺仁美ペ

―

卜
∞

―

優勝できて嬉しいです。

強い人を攻めて自分も強くなれました。

強い人が元気よ<声を出せていたから
すごかつた。

ま
す
0

口

憫

結構接戦だつたけど勝つて嬉しい。

我慢できた。

淑徳巣鴨中学校・東京都

植木祐太・塩田敦ペア



馘 。●窯言ゃ)゛,ご |
～ ;干キラリ みんな輝l■ 岡山で ～  号外3号

◎メンバー◎

【監督】 畑 健二
【マネージャー】

藤原 輝秋
【選手】 岡本 侑也

大島 侑也
田島 伶
三宅 晃崚
田島 拳
谷村 健斗
藤井 湧也

◎選手のコメント◎

<岡本侑也選手> 2年生のいい経験になりました。
<大島侑也選手> ベス ト4で負けて悔 しい。
<田 島 伶選手> もう一回勝ち進んで金メダルを取りたかつた。高校に

入つたらバ ドミン トン部に入りたい。多くの試合をして

勝ちたい。

<三宅晃崚選手> ミスが多かった。粘 り強いところを見せれなかった。
それが敗因だつた。

<田島 拳選手> 先輩達が頑張つてくれてよかった。
<谷村健斗選手> 最後の試合が強くて自分たちで流れを作りたい。
<藤井湧也選手> 負けたけど、みんな頑張つていたのでよかった。

【岡山★豆矢]識 号外3 】
<備中国分寺>
備中国分寺は、奈良時代に聖武天皇の発願によっ

て建てられた国分寺の一つ。境内にそびえる五重

塔は、吉備路の代表的な景観。

―
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◎選手のコメント◎

<岡本選手>ミ スが多くて弱気になつて集中力が切れてしまつた。

<大島選手> ベスト4には入れたけど決勝にいけなくてとても悔しい。

【岡山★豆矢0識 号外 13 】
<岡山弁 お一じょ一する>
「お―じょ―する」とは、“困る"と いう意味。

高速●l渋滞してお―じ
`―
したわぁ。(高速か渋滞して日ったよ。)

粗 ..‐ぶ轟難 鸞購卜戦)||
～ ;干キラリ みんな輝l十 岡山で ～  号外,3号
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【岡山★豆知識 号外14 】
<鉄道いま、むかし① 岡山駅ヒストリー>
1891年 、山陽鉄道の岡山開通とともに岡山駅が開

業。神戸駅発の一番列車は、160人の客とともに

岡山駅へ。4時間半の運行ダイヤのところ、踏切
や沿線に見物客が押し寄せたため、3時間遅れで
到着したという。

◎選手のコメン ト◎

<古 城選手 >さ つきの
試合に負けたけどベス

ト4に入れて良かつた。
は じめての全中で優勝

をねらっていましたが、

負けたので悔 しい。

<渡 辺選手 >開催地枠
からの出場でしたが、シ

ー ドをたおして、準決勝

まで行けたので気持ち

的にはうれしかつた。本

当に優勝 したかつた。

―
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【岡山★豆矢□識 76 】
〈大原美術館〉

大原美術館は、日本最初の西洋美術館。倉敷紡績

2代 目社長大原孫三郎によって開館。本館には、

児島虎次郎が日本の画学生のためにと収集した

エル・グレコの『受胎告知』、モネの『睡蓮』を

はじめ、ゴーギャン、ルノワールなど印象派の逸

品ぞろい。また、近代日本画壇の基礎を築き上げ

た作家たちの近代洋画なども並んでいる。

―

い
一

―

閉会式次第

1 開会通告

2 選手入場

3 成績発表

4 表  彰

競技役員長

〈財)日 本中学校体育連盟

(財〉日本バ ドミントン協会

読売新聞社

倉敷市実行委員会

(財)日 本中学校体育連盟会長

(財〉日本バ ドミントン協会会長

5 あいさつ

6 国旗・諸旗降納

7 閉会宣言  岡山県中学校体育連盟バ ドミント

8 閉会通告

ン部長

・
Iちイ‖il illは
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第40回記念大会を終えて

平成22年度全国中学校体育大会

第40回全国中学校バドミントン大会

実行委員会 会長 田

平成22年度全国中学校体育大会第40回全国中学校バ ドミントン大会は、「汗キラリ みんな輝け
岡山で」をスローガンに、8月 18日 から21日 の4日 間に渡り、岡山県倉敷市、水島緑地福田公園体育館

で開催しました。本大会を開催するに至るまでには、同日本中学校体育連盟、lul日 本バ ドミントン協

会、岡山県・岡山県教育委員会、倉敷市・倉敷市教育委員会をはじめ、関係各機関の多大なご支援を

いただきました。さらに、競技会運営にあたつては、岡山県中学校体育連盟、岡山県教育庁保健体育

課、岡山県バ ドミントン協会のご協力をいただきました。心から感謝し、おネL申 し上げます。

さて本大会には、全国各地から各ブロックの予選を勝ち抜いた団体戦男女各24チーム、個人戦シン

グルス36選手、ダブルス24ペア、延べ111校から411人の選手が参加しました。今大会前には、ちょう

ど第100回 ヨネックス全英オープン大会が開催され、バ ドミントン男子で田児賢一選手が44年ぶ りに

準優勝するという快挙を成し遂げ、大変注目される中での開催となりました。また、倉敷大会が40回

の節目となる中、「ホスピタリティ (お もてなしの心)」 と「コンパクト (効率よく)」 を大会のキャッ

チフレーズ (キーワー ド)に、将来の日本を担うであろう中学生選手に対して、想い出と記憶に残る

大会にしようと倉敷市実行委員会が中心となり準備を進めて参りました。

大会は、選手宣誓で倉敷市立福田中学校の岡本侑也君と加藤美幸さんが「ここ晴れの国岡山の強い

日差しに負けない力と精神力で最後まで粘り強く戦い抜くことを誓います」と宣誓したとおりに、猛

暑の中、熱い戦いが繰り広げられ、どの試合もフルセットにもつれ込む白熱した試合となり、参加し

た選手のレベルの高さが感 じられました。そんな中、男子は福島県富岡町立富岡第一中学校が団体、

個人戦シングルスで制覇し、安定した力を発揮して初優勝を果たしました。また、女子は宮城県聖ウ

ルスラ学院英智中学校が3年ぶ り6回 目の優勝を果たしました。本大会で優勝、入賞された選手に心か

らの賛辞を送るとともに、これまで熱心に御指導下さつた学校、また関係者の皆様に心から敬意を表

します。そして、入賞を惜しくも逃した皆さんも、これまでに厳しい練習で培ってきた心と技と体は、

将来において大きな力になるものと信じます。本大会に参加した選手の皆さんのますますの活躍を期

待します。

最後に、朝早くから夜遅くまで、競技会運営のために献身的に働いていただいた中体連専門部の競

技役員の方々、本当にありがとうございました。また生徒役員として各部署で誠実に働いてくれると

ともに、「一生懸命な姿」で感動を与え、そして全国から集まった選手と交流を深め、大会を盛 り上

げてくれた県内の多くの中学生の皆さんに心から感謝し、今後の全国中学校バ ドミントン大会のます

ますの発展と来年度開催の滋賀大会の成功を祈念して、お礼の挨拶といたします。
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― ― ‐  選 手 宣 誓    ・ ― ‐・

「汗キラリ みんな輝け 岡山で」のスローガンのもと、
ここ晴れの国岡山の強い日差しに負けない力と精神力で

最後まで粘り強く戦い抜くことを誓います。

平成22年 8月 18日

選手代表 岡山県倉敷市立福田中学校
男子バドミントン音『主将 岡 本 侑 也

同じく 岡山県倉敷市立福田中学校
女子バドミントン音5主将 加 藤 美 幸

大会スローガン

「 汗キラリみんな輝け 岡山で 」

作 者 赤磐市立高陽中学校 安 部 龍 司
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